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職業公務員制の憲法的機能
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一
　
序

1　

日
本
の
問
題
状
況
と
本
稿
の
課
題

　
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
政
治
行
政
改
革
で
は
、
官
僚
機
構
の
セ
ク
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
克
服
し
、
民
主
的
な
責
任
行
政
を
実
現
す
る
た
め

に
内
閣
の
機
能
強
化
が
進
め
ら
れ
た
。
一
連
の
改
革
で
は
、
憲
法
上
、
内
閣
が
「
国
務
の
総
理
」
機
能
（
国
政
の
運
営
に
関
す
る
総
合
戦

略
・
総
合
政
策
的
発
想
に
基
づ
く
総
合
調
整
力
）
を
持
つ
と
の
理
解
が
前
提
と
な
っ
て
、
予
算
編
成
や
人
事
管
理
な
ど
の
各
局
面
で
内
閣
の
権

限
が
拡
充
さ
れ
、
内
閣
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
強
化
が
図
ら
れ（
1
）た。

も
っ
と
も
、
近
年
で
は
、
過
剰
な
政
治
主
導
が
原
因
と
な
っ
て
官
僚

機
構
の
機
能
不
全
（
官
僚
的
合
理
性
の
後
退
）
が
顕
在
化
し
て
お
り
、
政
治
主
導
の
時
代
に
改
め
て
官
僚
機
構
の
役
割
を
再
検
討
す
る
議
論

が
徐
々
に
注
目
を
集
め
て
い（
2
）る。

　
こ
う
し
た
背
景
の
下
、
本
稿
で
は
、
近
年
ア
メ
リ
カ
の
憲
法
学
説
に
お
い
て
官
僚
機
構
の
専
門
的
自
律
性
が
再
評
価
さ
れ
つ
つ
あ
る
点

に
注
目
し
、
特
に
メ
ッ
ツ
ガ
ー
（G

illian E. M
etzger

）
の
所
説
を
中
心
に
検
討
を
行
う
。

2　

新
し
い
理
論
潮
流
の
誕
生

　
近
年
ア
メ
リ
カ
で
は
官
僚
機
構
の
専
門
的
自
律
性
を
再
評
価
す
る
議
論
と
し
て
、「
行
政
府
内
に
お
け
る
権
力
分
立
（adm

inistrative 

separation of pow
ers

）」
論
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
理
論
は
、
憲
法
学
者
の
マ
イ
ケ
ル
ズ
（Jon D. M

ichaels

）
や
メ
ッ
ツ
ガ
ー
を
中

心
に
、
近
年
ア
メ
リ
カ
で
そ
の
支
持
を
拡
大
し
つ
つ
あ
る
学
説
で
あ
り
、
マ
イ
ケ
ル
ズ
に
つ
い
て
は
日
本
で
も
紹
介
が
な
さ
れ
て
い（
3
）る。

　
こ
の
学
説
に
よ
る
と
、
執
行
府
の
内
部
は
大
統
領
だ
け
で
な
く
、
職
業
公
務
員
（civil service

）
か
ら
構
成
さ
れ
る
官
僚
集
団
に
よ
っ

て
分
権
化
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
職
業
公
務
員
は
、
執
行
府
内
部
で
の
カ
ウ
ン
タ
ー
・
バ
ラ
ン
ス
を
構
成
し
、
専
門
性
の
観
点
か
ら
内
部
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的
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
べ
き
も
の
と
し
て
再
評
価
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
学
説
の
背
景
に
は
、
官
僚
機
構
の
政
治
化
と
い
う
文
脈
が
関
係
し
て

い
る
。
即
ち
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
一
九
三
七
年
の
ブ
ラ
ウ
ン
ロ
ー
委
員
会
報
告
書
以
降
、
大
統
領
の
指
揮
監
督
権
を
組
織
・
人
事
・
政
策

調
整
の
各
局
面
で
強
化
し
、
官
僚
機
構
に
対
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
す
る
行
政
改
革
が
行
わ
れ
て
き
た
。
も
っ
と
も
、
そ
の
反
作
用

と
し
て
、
執
行
府
内
部
で
の
専
門
的
チ
ェ
ッ
ク
を
迂
回
し
独
断
的
に
政
治
主
導
を
断
行
す
る
大
統
領
の
専
制
性
が
次
第
に
顕
在
化
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
近
年
ア
メ
リ
カ
の
憲
法
学
で
も
、
政
治
と
行
政
の
役
割
分
担
を
改
め
て
問
い
直
す
気
運
が
生
じ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
職
業
公
務
員
が
、
大
統
領
か
ら
の
党
派
的
要
求
を
斥
け
、
行
政
の
中
立
性
や
合
理
性
を
確
保
し
、
執
行
府
内
部
の
抑
制
均

衡
を
維
持
す
る
役
割
を
果
た
す
点
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
も
っ
と
も
、
実
際
に
は
、
大
統
領
が
独
断
的
な
政
治
主
導
を
断
行
し
、

執
行
府
内
部
で
の
チ
ェ
ッ
ク
の
仕
組
み
を
骨
抜
き
に
す
る
場
合
が
あ
り
得
る
。
そ
の
た
め
、
そ
の
場
合
に
は
、
裁
判
所
が
司
法
審
査
を
通

じ
て
内
部
的
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
復
元
す
る
役
割
を
担
う
べ
き
だ
と
さ
れ
る
。

3　

本
稿
の
構
成
：
な
ぜ
マ
イ
ケ
ル
ズ
で
は
な
く
メ
ッ
ツ
ガ
ー
な
の
か

　「
行
政
府
内
に
お
け
る
権
力
分
立
」
論
は
新
参
の
学
説
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
憲
法
学
で
は
、
ケ
ー
ガ
ン
（E. Kagan

）
の
「
大
統
領
に

よ
る
行
政
（presidential adm
inistration

）」
論
（
4
）の

よ
う
に
、
官
僚
集
団
に
対
す
る
民
主
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
重
要
性
を
強
調
す
る
見
解
が

主
流
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、「
行
政
府
内
に
お
け
る
権
力
分
立
」
論
を
紹
介
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
対
抗
言
説
を
綿
密
に
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
が
、
そ
の
作
業
は
他
の
機
会
に
委（
5
）ね、

本
稿
で
は
、「
行
政
府
内
に
お
け
る
権
力
分
立
」
論
の
主
張
者
の
一
人
で
あ
る
メ
ッ

ツ
ガ
ー
に
焦
点
を
絞
る
。
以
下
そ
の
理
由
を
説
明
す
る
。

　
ま
ず
理
論
潮
流
の
全
体
像
を
概
略
す
る
と
、
ケ
ー
ガ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
主
流
派
に
対
し
て
体
系
的
な
批
判
を
展
開
し
た
の
は
、
先
述

し
た
マ
イ
ケ
ル
ズ
で
あ
る
。
マ
イ
ケ
ル
ズ
は
、
行
政
に
対
す
る
民
主
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
意
義
を
強
調
す
る
だ
け
で
は
憲
法
理
論
と
し
て

不
十
分
で
あ
り
、
執
行
府
内
部
の
抑
制
均
衡
と
い
う
憲
法
的
価
値
に
も
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
主
張
の
背
景
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に
は
、
大
統
領
に
よ
る
過
剰
な
官
僚
統
制
が
、
大
統
領
の
独
断
主
義
や
専
制
主
義
を
加
速
さ
せ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
評
価
が
関
係
し
て
い

る
。
し
か
し
マ
イ
ケ
ル
ズ
の
議
論
は
次
の
二
つ
の
難
点
を
抱
え
て
お
り
、
そ
の
課
題
を
克
服
す
る
観
点
か
ら
特
に
メ
ッ
ツ
ガ
ー
の
議
論
に

注
目
す
る
意
義
が
認
め
ら
れ
る
。

　
第
一
に
マ
イ
ケ
ル
ズ
は
、
執
行
府
内
部
の
抑
制
均
衡
（
大
統
領
対
職
業
公
務
員
）
が
重
要
だ
と
指
摘
し
な
が
ら
も
、
具
体
的
に
職
業
公
務

員
が
如
何
な
る
規
範
的
役
割
を
担
う
べ
き
な
の
か
を
詳
論
し
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
メ
ッ
ツ
ガ
ー
は
、
職
業
公
務
員
制
が
、
法
の
支

配
な
ど
の
憲
法
的
価
値
を
支
え
る
制
度
体
と
し
て
機
能
し
て
い
る
実
態
に
着
目
し
、
そ
れ
が
誠
実
執
行
条
項
に
基
づ
く
憲
法
上
の
要
請
で

あ
る
と
明
言
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
①
行
政
の
能
率
性
・
専
門
性
（
執
行
適
格
な
い
し
機
関
適
正
）、
②
執
行
府
内
部
で
の
抑
制
均
衡

（
政
治
的
党
派
性
の
抑
止
、
大
統
領
の
党
派
性
に
左
右
さ
れ
な
い
行
政
の
合
理
性
の
確
保
（
法
の
支
配
））、
③
政
治
任
用
職
と
の
協
働
（
組
織
分
化
を

前
提
と
し
た
協
働
）、
の
三
点
が
職
業
公
務
員
制
の
憲
法
的
機
能
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

　
第
二
に
司
法
審
査
論
の
観
点
か
ら
み
て
も
、
メ
ッ
ツ
ガ
ー
に
は
マ
イ
ケ
ル
ズ
に
は
な
い
新
し
い
視
点
が
加
味
さ
れ
て
い
る
。
マ
イ
ケ
ル

ズ
に
よ
れ
ば
、「
行
政
内
部
の
権
力
分
立
が
崩
壊
し
そ
れ
が
短
期
間
で
変
更
さ
れ
た
」
場
合
に
は
、
裁
判
所
は
、Chevron

敬
譲
の
適
用

を
取
り
止
め
、State Farm

型
の
ハ
ー
ド
ル
ッ
ク
を
適
用
し
、
職
業
公
務
員
を
担
い
手
と
す
る
内
部
的
チ
ェ
ッ
ク
を
維
持
強
化
す
る
よ
う

な
審
査
を
行
う
べ
き
と
さ
れ
る
。
メ
ッ
ツ
ガ
ー
も
マ
イ
ケ
ル
ズ
と
同
様
、
執
行
府
内
部
の
抑
制
均
衡
を
確
保
す
る
観
点
か
らState Farm

判
決
を
再
評
価
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
加
え
て
メ
ッ
ツ
ガ
ー
は
、
入
国
制
限
令
に
係
る
裁
判
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
判
断
過
程
統
制
の

視
点
を
加
味
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
裁
判
例
で
は
、
執
行
府
内
部
で
の
政
策
形
成
の
過
程
で
職
業
公
務
員
が

果
た
す
べ
き
規
範
的
役
割
が
問
わ
れ
て
い
た
と
い
え
る
が
、
メ
ッ
ツ
ガ
ー
は
そ
れ
を
、
執
行
府
内
部
で
の
チ
ェ
ッ
ク
と
協
働
の
プ
ロ
セ
ス

と
し
て
剔
出
し
、
そ
の
う
え
で
か
か
る
プ
ロ
セ
ス
の
保
全
を
、
司
法
審
査
の
役
割
と
し
て
再
定
位
し
て
い
る
。

　
第
二
章
で
は
、
メ
ッ
ツ
ガ
ー
の
現
状
認
識
に
照
ら
し
て
行
政
改
革
の
来
歴
を
概
観
し
、
彼
女
の
問
題
意
識
を
適
切
な
文
脈
に
位
置
付
け

る
作
業
を
行
う
。
具
体
的
に
は
、
ブ
ラ
ウ
ン
ロ
ー
委
員
会
報
告
書
以
降
、
実
定
法
上
、
大
統
領
の
指
揮
監
督
権
が
ど
の
よ
う
に
強
化
さ
れ
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て
き
た
の
か
を
分
析
し
、
か
か
る
実
定
制
度
の
現
状
に
対
し
て
メ
ッ
ツ
ガ
ー
が
ど
の
よ
う
な
批
判
的
視
座
を
持
っ
て
い
た
の
か
を
明
ら
か

に
す
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
ブ
ラ
ウ
ン
ロ
ー
委
員
会
報
告
書
以
降
、
組
織
・
人
事
・
政
策
調
整
の
各
局
面
で
大
統
領
の
指
揮
監
督
権
が

拡
充
さ
れ
て
き
た
が
、
メ
ッ
ツ
ガ
ー
に
よ
る
と
、
そ
の
結
果
、
官
僚
機
構
の
政
治
化
が
進
行
し
、
行
政
の
合
理
性
や
専
門
性
が
後
退
し
て

い
る
状
況
に
あ
る
。
そ
こ
で
メ
ッ
ツ
ガ
ー
は
、
肥
大
化
し
た
大
統
領
の
権
能
を
執
行
府
内
部
か
ら
抑
制
す
る
職
業
公
務
員
の
機
能
を
憲
法

的
に
再
評
価
し
、
そ
の
う
え
で
、
執
行
府
内
部
で
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
維
持
強
化
す
る
司
法
審
査
の
あ
り
方
を
模
索
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
、
と
い
う
問
題
提
起
を
行
っ
て
い
る
。
第
三
章
第
一
節
で
は
、
メ
ッ
ツ
ガ
ー
が
、
職
業
公
務
員
制
の
憲
法
的
機
能
を
同
定
し
、
こ
れ
を

誠
実
執
行
条
項
の
解
釈
論
に
結
び
付
け
て
立
論
し
て
い
る
点
を
検
討
す
る
。
第
二
節
で
は
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
入
国
制
限
令
に
係
る
裁

判
例
を
分
析
し
、
メ
ッ
ツ
ガ
ー
の
司
法
審
査
論
を
検
討
す
る
。
第
三
節
で
は
、
メ
ッ
ツ
ガ
ー
の
議
論
を
批
判
的
に
吟
味
す
る
。

二
　
メ
ッ
ツ
ガ
ー
の
問
題
意
識
：
指
揮
監
督
権
の
制
度
と
実
態

㈠
　
ブ
ラ
ウ
ン
ロ
ー
委
員
会
報
告
書
に
お
け
る
行
政
管
理
と
調
整
の
観
念

　
本
章
の
課
題
は
、
大
統
領
の
指
揮
監
督
権
に
関
す
る
実
定
制
度
を
記
述
的
に
概
略
す
る
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
ブ
ラ
ウ
ン
ロ
ー

委
員
会
報
告
書
以
降
、
組
織
・
人
事
・
政
策
調
整
の
各
局
面
で
大
統
領
の
指
揮
監
督
権
が
強
化
さ
れ
て
き
た
来
歴
を
明
ら
か
に
し
、
同
時

に
、
か
か
る
権
限
作
用
の
な
か
に
行
政
全
体
で
の
総
合
調
整
の
契
機
が
含
ま
れ
て
い
た
点
を
明
ら
か
に
す
る
。
も
っ
と
も
、
一
連
の
行
政

改
革
の
結
果
、
実
際
に
は
官
僚
機
構
の
政
治
化
が
進
行
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
が
、
メ
ッ
ツ
ガ
ー
の
問
題
意
識
の
背
景
事
情
と
な
っ
て
い

る
。
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1　

ブ
ラ
ウ
ン
ロ
ー
委
員
会
報
告
書
以
前
に
お
け
る
有
権
解
釈
の
状
況
：
大
統
領
と
行
政

　
大
統
領
の
指
揮
監
督
権
に
関
す
る
実
定
制
度
や
そ
の
運
用
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
現
行
制
度
の
原
点
と
な
っ
た
ブ
ラ
ウ
ン
ロ
ー
委
員

会
報
告
書
に
ま
で
遡
っ
て
検
討
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
先
立
ち
以
下
で
は
、
ブ
ラ
ウ
ン
ロ
ー
委
員
会
報
告
書
が
提
出
さ
れ
た

当
時
、
指
揮
監
督
権
に
関
し
て
ど
の
よ
う
な
憲
法
解
釈
が
確
立
し
て
い
た
の
か
を
確
認
す
る
。
予
め
概
略
す
る
と
、
憲
法
典
に
は
大
統
領

の
指
揮
監
督
権
を
明
文
化
し
た
条
文
は
存
在
し
な
い
が
、
制
憲
期
以
来
、
大
統
領
が
指
揮
監
督
権
を
持
つ
こ
と
が
有
権
解
釈
を
通
じ
て
確

立
さ
れ
て
き
た
。M

yers

判
決
は
、
こ
う
し
た
制
憲
期
以
来
の
有
権
解
釈
を
、
憲
法
先
例
と
し
て
確
定
さ
せ
る
意
義
を
持
っ
て
い
た
と
い

え
る
。
も
っ
と
も
同
判
決
は
、
メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
の
合
憲
性
も
承
認
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
解
任
を
通
じ
た
大
統
領
の
行
政

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
及
ば
な
い
領
域
（
行
政
）
が
憲
法
上
確
保
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
こ
に
生
ず
る
政
治
と
行
政
の
相
克
を
如
何
に

調
停
す
る
の
か
が
、
そ
の
後
の
行
政
改
革
に
通
貫
す
る
テ
ー
マ
を
設
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
合
衆
国
憲
法
に
は
大
統
領
の
指
揮
監
督
権
を
明
記
し
た
条
項
は
存
在
し
な
い
。
も
っ
と
も
、
か
か
る
権
限
は
、
制
憲
期
以
来
、
有
権
解

釈
を
通
じ
て
実
務
上
承
認
さ
れ
て
き
た
。
歴
史
的
に
は
ま
ず
、
各
省
の
長
官
を
解
任
す
る
権
限
が
大
統
領
に
与
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
即
ち
、
制
憲
直
後
に
開
か
れ
た
第
一
議
会
で
は
、
財
務
省
や
外
務
省
な
ど
の
主
要
省
庁
を
創
設
す
る
た
め
の
法
案
が
審
議
さ

れ
て
い
た
が
、
合
衆
国
憲
法
に
は
解
任
権
の
所
在
を
定
め
た
規
定
が
存
在
し
な
か
っ
た
た
め
、
こ
の
権
限
を
誰
が
持
っ
て
い
る
の
か
を
め

ぐ
っ
て
論
争
が
生
じ
た
。
こ
の
論
争
を
最
終
的
に
決
着
さ
せ
た
の
は
、
当
時
下
院
議
員
と
し
て
法
案
審
議
に
加
わ
っ
て
い
た
マ
デ
ィ
ソ
ン

で
あ
る
。
マ
デ
ィ
ソ
ン
は
審
議
の
な
か
で
、「
執
行
権
と
は
、
法
を
執
行
す
る
者
を
任
命
・
監
督
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
権
限
で
あ
る
」

と
述
べ
て
、
憲
法
上
特
段
の
定
め
が
な
い
限
り
は
、
究
極
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
手
段
で
あ
る
解
任
権
に
つ
い
て
も
、
憲
法
上
執
行
権
の
帰
属

先
で
あ
る
大
統
領
に
専
属
す
る
の
が
原
則
で
あ
る
と
主
張
し（
6
）た。
こ
の
見
解
は
議
会
多
数
派
に
採
用
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
外
務
省
設
置
法

と
陸
軍
省
設
置
法
で
は
、
長
官
を
筆
頭
と
す
る
上
級
職
（principal officer

）
が
大
統
領
に
よ
っ
て
解
任
さ
れ
得
る
こ
と
が
定
め
ら
れ（
7
）た。

財
務
省
設
置
法
に
つ
い
て
も
、
長
官
が
大
統
領
に
よ
っ
て
解
任
さ
れ
得
る
こ
と
が
明
記
さ
れ（
8
）た。
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以
後
今
日
に
至
る
ま
で
、
各
省
庁
の
ト
ッ
プ
を
解
任
す
る
権
限
は
、
憲
法
上
大
統
領
に
専
属
す
る
も
の
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
実
際
こ

う
し
た
解
釈
に
基
づ
い
て
大
統
領
は
、
し
ば
し
ば
自
ら
の
意
に
沿
わ
な
い
行
政
官
を
更
迭
し
て
き
た
が
、
そ
の
際
解
任
権
は
、「
大
統
領

配
下
の
行
政
官
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
権
力
と
責
務
を
担
保
す
る
た
め
に
憲
法
上
大
統
領
に
与
え
ら
れ
た
サ
ン
ク
シ
ョ（
9
）ン」
と
し
て
位
置

付
け
ら
れ
て
き
た
。

　
も
っ
と
も
解
任
権
を
行
使
す
る
場
面
は
実
際
に
は
限
定
的
で
あ
り
、
通
常
は
、
解
任
の
影
を
ち
ら
つ
か
せ
つ
つ
も
、
大
統
領
が
随
時
指

示
や
通
達
を
出
す
な
か
で
行
政
各
部
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
指
揮
監
督
権
は
解
任
権
と
同
様
、
憲

法
上
大
統
領
の
執
行
権
の
な
か
に
含
ま
れ
る
も
の
と
解
釈
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
一
八
二
三
年
の
司
法
長
官
意
見
は
、「
憲
法
は
、
法

執
行
に
従
事
す
る
行
政
官
が
大
統
領
の
一
般
的
な
監
督
の
下
に
置
か
れ
る
べ
き
こ
と
を
要
請
し
て
い
）
10
（
る
」
と
明
言
し
て
お
り
、
そ
れ
以
後

の
司
法
長
官
意
見
で
も
、
大
統
領
が
、
指
示
・
通
達
・
覚
書
・
協
議
な
ど
の
各
種
各
様
の
形
式
を
通
じ
て
行
政
各
部
に
随
時
指
揮
監
督
権

を
行
使
で
き
る
旨
が
確
認
さ
れ
て
い
）
11
（
る
。

　
こ
の
よ
う
な
理
解
は
、
一
九
二
六
年
のM

yers

判
決
で
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
同
判
決
で
は
、
第
一
級
か
ら
第
三
級
ま
で
の
郵
便
局

長
の
任
免
を
上
院
の
助
言
と
承
認
に
基
づ
き
大
統
領
が
行
う
も
の
と
す
る
規
定
の
合
憲
性
が
争
わ
れ
て
い
た
が
、
最
高
裁
は
、
解
任
権
は

憲
法
上
大
統
領
に
専
属
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
同
規
定
は
違
憲
無
効
で
あ
る
と
判
示
し
た
。
最
高
裁
は
、
憲
法
上
解
任
権
が
大
統
領
に
専

属
す
る
こ
と
を
論
証
す
る
説
示
の
な
か
で
、
解
任
権
を
行
政
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
の
一
手
法
で
あ
る
と
位
置
付
け
、
か
か
る
行
政
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
権
一
般
も
大
統
領
の
執
行
権
の
な
か
に
包
含
さ
れ
る
も
の
と
解
釈
し
た
。
説
示
で
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
）
12
（

る
。

　
法
律
で
定
め
ら
れ
た
行
政
官
の
通
常
の
職
務
は
、
大
統
領
に
包
括
的
に
執
行
権
を
授
権
し
て
い
る
こ
と
を
根
拠
と
し
た
、
一
般
的
な
行
政
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
（general adm

inistrative control

）
に
服
す
る
。
大
統
領
は
単
一
か
つ
均
一
な
法
執
行
を
確
保
す
る
た
め
に
、
行
政
官
の
法
解
釈
に
対
し

て
適
切
な
監
督
と
指
導
を
行
う
（supervise and guide

）。
こ
の
こ
と
は
、
合
衆
国
憲
法
二
条
が
、
大
統
領
単
独
に
執
行
権
を
付
与
し
て
い
る
趣
旨
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か
ら
し
て
明
白
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
は
、
大
統
領
の
指
揮
監
督
権
を
通
じ
て
執
行
府
の
単
一
性
が
維
持
さ
れ
る
べ
き
だ
と
す
る
理
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。M

yers

判

決
に
よ
れ
ば
、
こ
の
意
味
で
の
執
行
府
の
単
一
性
は
、
大
統
領
を
頂
点
と
す
る
責
任
の
連
鎖
を
生
み
出
し
、
か
か
る
連
鎖
の
頂
点
に
あ
る

大
統
領
が
民
主
的
な
統
制
を
受
け
る
こ
と
で
、
民
主
的
な
責
任
行
政
が
保
障
さ
れ
る
も
の
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　M
yers

判
決
の
判
示
事
項
と
の
関
係
で
い
え
ば
、
大
統
領
の
解
任
権
が
何
ら
か
の
形
で
制
約
さ
れ
る
場
合
、
究
極
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
手

段
が
剝
奪
さ
れ
、
行
政
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
に
お
け
る
大
統
領
の
首
長
性
が
損
な
わ
れ
る
た
め
、
独
立
行
政
委
員
会
の
よ
う
な
制
度
を
創
出
す

る
こ
と
は
原
則
と
し
て
違
憲
に
な
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。M

yers

判
決
以
後
の
最
高
裁
判
例
も
、
基
本
的
に
は
こ
の
立
場
を
踏
襲
し
て
い

る
）
13
（

。
　
し
か
し
本
稿
と
の
関
係
で
む
し
ろ
注
目
さ
れ
る
の
は
、M

yers

判
決
が
そ
の
傍
論
の
説
示
の
な
か
で
、
解
任
法
理
の
射
程
を
、
各
行
政

官
庁
の
長
な
ど
か
ら
成
る
主
要
官
吏
（principal officer

）
に
限
定
し
つ
つ
、
主
要
官
吏
の
配
下
で
あ
る
下
級
官
吏
（inferior officer

）
に

つ
い
て
は
大
統
領
に
よ
る
解
任
の
対
象
に
は
な
ら
な
い
と
説
示
し
た
点
に
あ
る
。
最
高
裁
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
一
八
八
三
年
の
ペ
ン
ド

ル
ト
ン
）
14
（
法
の
制
定
以
降
、「
ス
ポ
イ
ル
ズ
・
シ
ス
テ
ム
の
弊
害
」
を
克
服
す
る
た
め
に
、
競
争
採
用
試
験
を
中
心
と
す
る
メ
リ
ッ
ト
・
シ

ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
最
高
裁
に
よ
れ
ば
、「
大
統
領
に
よ
る
独
立
し
た
解
任
権
の
行
使
は
、
メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
に

事
実
容
喙
で
き
な
い
」
も
の
に
な
っ
）
15
（
た
。

　
従
っ
て
、M
yers

判
決
に
よ
れ
ば
、
実
定
法
上
、
執
行
府
全
体
の
な
か
に
、
大
統
領
が
解
任
の
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
を
以
っ
て
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
領
域
が
確
保
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
領
域
は
、
当
時
の
公
法
学
説
の
用
語
法
で
い
え
ば
、
行
政

（adm
inistration

）
と
呼
ば
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
大
統
領
を
は
じ
め
と
す
る
政
党
シ
ス
テ
ム
の
領
分
で
あ
る
政
治
（politics

）
か
ら
は

区
別
さ
れ
る
専
門
性
の
領
域
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
点
、
グ
ッ
ト
ナ
ウ
（F. J. G

oodnow

）
が
指
摘
し
て
い
た
よ
う
に
、
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元
来
職
業
公
務
員
制
は
、
行
政
機
構
を
政
党
組
織
で
は
な
く
専
従
の
専
門
職
員
に
よ
っ
て
組
織
す
る
こ
と
で
、
行
政
（
法
執
行
）
の
中
立

性
と
合
理
性
を
確
保
す
る
た
め
の
仕
組
み
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
公
務
員
の
任
免
を
大
統
領
の
党
派
的
影
響
か
ら
切
り
離
し
、
能
力

主
義
に
基
づ
く
人
事
任
用
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
っ
）
16
（
た
。
と
り
わ
け
一
九
世
紀
後
半
以
降
、
産
業
構
造
の
複
雑
化
に
伴
い
、
規
制
措
置
に

複
雑
な
リ
ス
ク
評
価
が
要
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、「
経
済
社
会
活
動
の
立
法
的
規
制
が
、
行
政
機
構
（adm

inistrative instrum
ents

）

に
委
任
さ
れ
る
」
よ
う
に
な
り
、「
高
度
に
専
門
化
さ
れ
た
職
業
公
務
員
（highly professionalized civil service

）」
が
行
政
機
関
の
専
門

性
を
支
え
る
よ
う
に
な
っ
）
17
（
た
。
実
際
、
一
八
八
三
年
に
ペ
ン
ド
ル
ト
ン
法
が
制
定
さ
れ
た
当
初
、
メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
が
適
用
さ
れ
る

範
囲
は
、
連
邦
職
員
全
体
の
お
よ
そ
一
〇
％
に
留
ま
っ
た
が
、
そ
の
範
囲
は
漸
次
拡
大
の
一
途
を
た
ど
り
、
一
九
三
二
年
ま
で
に
は
そ
の

適
用
範
囲
が
全
体
の
八
〇
％
近
く
に
及
ん
）
18
（
だ
。
ま
た
、
職
業
公
務
員
制
を
党
派
的
な
人
事
介
入
か
ら
保
護
す
る
た
め
の
仕
組
み
も
徐
々
に

強
化
さ
れ
た
。
特
に
メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
の
対
象
と
な
る
公
務
員
を
解
任
す
る
場
合
に
は
、
法
令
上
、
解
任
を
基
礎
付
け
る
正
当
な
理

由
は
公
務
の
効
率
性
の
観
点
に
限
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
、
政
治
的
動
機
を
含
ん
で
は
な
ら
な
い
と
定
め
ら
れ
）
19
（
た
。

　
こ
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
の
職
業
公
務
員
制
度
は
、
採
用
や
解
任
な
ど
の
人
事
任
用
に
つ
い
て
政
治
家
に
よ
る
党
派
的
介
入
を
遮
断
し
公

務
員
の
能
力
主
義
を
徹
底
さ
せ
る
こ
と
で
、
専
門
職
員
の
育
成
を
制
度
化
す
る
た
め
の
仕
組
み
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
政
治
的
党
派
性

に
左
右
さ
れ
な
い
行
政
の
合
理
性
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
も
っ
と
も
、
先
述
のM

yers

判
決
で
も
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

大
統
領
は
解
任
権
を
通
じ
て
メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
に
介
入
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
に
し
て
も
、
行
政
に
対
す
る
一
般
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

権
を
保
有
す
る
べ
き
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
。
以
下
で
は
、
こ
の
一
般
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
（
指
揮
監
督
権
）
が
実
定
法
上
ど
の
よ
う
に

具
体
化
さ
れ
て
き
た
の
か
を
概
観
す
る
。

2　

ブ
ラ
ウ
ン
ロ
ー
委
員
会
報
告
書

　
ブ
ラ
ウ
ン
ロ
ー
委
員
会
報
告
書
と
は
、
行
政
管
理
に
関
す
る
大
統
領
委
員
会
（President

’s Com
m
ittee on Adm

inistrative 
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M
anagem

ent

）
に
よ
っ
て
起
草
さ
れ
た
文
書
で
あ
り
、
一
九
三
七
年
に
行
政
改
革
の
指
針
を
勧
告
す
る
た
め
に
、
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
ル
ー

ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
に
提
出
さ
れ
、
大
統
領
を
通
じ
て
こ
れ
が
議
会
に
提
出
さ
れ
た
。
報
告
書
は
、
大
統
領
の
行
政
管
理
能
力
を
強
化
す
る

機
構
改
革
を
提
言
し
て
お
り
、
以
後
、
こ
の
報
告
書
の
基
本
指
針
が
、
そ
の
後
の
行
政
改
革
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
以
下
で
は
、
報

告
書
に
お
い
て
、
大
統
領
の
指
揮
監
督
権
が
、
行
政
管
理
と
調
整
と
い
う
視
点
か
ら
位
置
付
け
直
さ
れ
て
い
た
点
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
ま
ず
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
に
よ
っ
て
委
員
会
が
立
ち
上
げ
ら
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
当
時
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
を
遂
行

す
る
た
め
に
次
々
と
新
規
の
行
政
機
関
が
創
設
さ
れ
、
行
政
組
織
の
規
模
が
拡
大
す
る
な
か
で
、
大
統
領
自
身
が
行
政
全
体
を
ト
ッ
プ
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
と
い
う
事
情
が
関
係
し
て
い
る
。
一
九
三
三
年
に
大
統
領
に
着
任
し
た
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
、

就
任
早
々
、
失
業
対
策
や
経
済
回
復
の
た
め
の
法
案
を
矢
継
ぎ
早
に
議
会
で
成
立
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
す
る
と
、
同
年
七
月
一
一
日
に
大

統
領
令
（Executive O

rder 6202A
）
を
発
出
し
、
こ
れ
ら
の
政
策
を
担
当
す
る
関
係
省
庁
を
総
合
調
整
す
る
た
め
の
場
と
し
て
、
大
統
領

評
議
会
（Executive Council

）
を
設
置
し
た
。
も
っ
と
も
、
同
評
議
会
は
関
係
行
政
機
関
の
ト
ッ
プ
を
寄
せ
集
め
し
た
も
の
に
留
ま
り
、

大
統
領
を
支
え
る
人
員
ス
タ
ッ
フ
が
構
造
的
に
不
足
し
て
い
た
た
め
、
集
権
的
に
政
策
を
調
整
す
る
場
と
し
て
は
機
能
し
な
か
っ
）
20
（

た
。
そ

の
後
も
「
場
当
た
り
的
な
解
決
策
が
試
さ
れ
た
が
、
ど
れ
も
上
手
く
い
く
こ
と
は
な
か
っ
）
21
（
た
」。
そ
こ
で
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
は
、
一

九
三
六
年
、「
行
政
管
理
の
問
題
を
検
討
さ
せ
」、「
執
行
部
門
の
組
織
機
構
を
精
査
さ
せ
る
」
た
め
に
、
ブ
ラ
ウ
ン
ロ
ー
（L. 

Brow
nlow

）
を
座
長
と
す
る
諮
問
委
員
会
を
立
ち
上
）
22
（
げ
、
概
ね
次
の
よ
う
な
改
革
指
針
が
示
さ
れ
た
。

　
ま
ず
、
報
告
書
は
、「
大
統
領
に
は
助
け
の
手
が
必
要
）
23
（

だ
」
と
い
う
基
本
方
針
を
宣
明
し
、
大
統
領
の
指
揮
監
督
権
の
強
化
を
提
言
し

て
い
る
。
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
大
統
領
に
は
憲
法
上
行
政
各
部
を
監
督
（direction

）
し
、
行
政
全
体
を
調
整
す
る
（coordinate

）
権
限

が
与
え
ら
れ
て
い
る
が
、
現
実
に
は
、
巨
大
な
官
僚
組
織
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
だ
け
の
人
員
や
組
織
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
大

統
領
と
そ
の
少
数
の
側
近
の
み
だ
け
で
行
政
全
体
を
統
御
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、「
官
僚
制
の
脅
威
を
抑
止
す
る
」

こ
と
も
で
き
ず
、
行
政
に
対
す
る
「
民
主
的
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
失
わ
れ
て
い
）
24
（
る
」。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
開
し
、
民
主
的
な
責
任
行
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政
を
確
立
す
る
た
め
に
は
、
大
統
領
の
行
政
管
理
能
力
を
拡
充
す
る
た
め
の
機
構
改
革
が
必
要
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
①
大
統
領
の
補

佐
機
関
と
し
て
大
統
領
府
を
設
置
し
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
人
員
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
予
算
や
計
画
に
関
わ
る
行
政
管
理
機
能
を
大

統
領
中
枢
に
集
約
化
す
る
こ
と
、
②
公
務
員
の
人
事
行
政
は
、
従
来
、
大
統
領
か
ら
独
立
し
た
合
議
体
で
あ
る
人
事
委
員
会
の
所
管
と

な
っ
て
い
た
が
、
大
統
領
に
よ
る
柔
軟
な
人
事
管
理
を
可
能
と
す
る
た
め
に
、
現
行
の
人
事
委
員
会
を
廃
止
し
、
新
し
く
単
独
制
の
人
事

局
（Civil Service Adm

inistration

）
に
組
み
替
え
る
べ
き
こ
と
、
な
ど
が
提
案
さ
れ
た
。

　
そ
の
一
方
で
、
報
告
書
は
、「
メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
を
上
下
八
方
に
拡
大
す
る
べ
き
で
あ
る
」
と
主
張
し
、
そ
の
理
由
と
し
て
、「
今

日
の
よ
う
に
増
大
す
る
業
務
と
責
任
を
担
う
に
至
っ
た
民
主
的
な
政
府
の
下
で
は
、
高
い
レ
ベ
ル
の
人
材
が
要
求
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
よ

う
な
人
材
は
、
適
正
な
能
力
を
備
え
、
高
い
習
練
を
経
て
お
り
、
職
務
に
忠
実
で
、
長
年
の
経
験
に
よ
っ
て
練
達
し
て
お
り
、
個
人
的
政

治
的
な
パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
に
阻
害
さ
れ
る
こ
と
な
く
地
位
の
継
続
性
が
保
障
さ
れ
た
存
在
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
て
い
）
25
（
る
。
さ
ら

に
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
職
員
公
務
員
は
、
政
策
決
定
を
担
う
政
治
任
用
職
の
監
督
の
下
で
、
彼
ら
の
決
定
し
た
政
策
を
適
格
に
実
行
に
移

す
役
割
を
担
う
べ
き
だ
と
提
言
さ
れ
て
い
る
。

　
約
言
す
る
と
、
報
告
書
で
は
次
の
二
つ
の
指
針
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
一
つ
に
は
、「
活
力
や
指
導
力
、
行
政
管
理
の
中
）
26
（
枢
」

と
し
て
の
大
統
領
の
地
位
を
強
化
し
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
機
構
改
革
を
行
う
べ
き
こ
と
が
提
言
さ
れ
て
い
る
。
他
方
で
、
大
統
領
の
指

揮
監
督
の
下
に
「
有
能
な
人
）
27
（
材
」
を
育
成
し
、
職
業
公
務
員
制
度
を
拡
充
す
る
べ
き
こ
と
が
提
言
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
報

告
書
は
、
大
統
領
の
行
政
管
理
能
力
の
強
化
を
提
言
す
る
一
方
、
職
業
公
務
員
制
の
意
義
を
再
確
認
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
そ
の
特
徴
を
看

取
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
う
し
た
改
革
指
針
の
二
面
的
な
性
格
は
、
報
告
書
を
起
草
し
た
各
委
員
の
学
問
的
な
背
景
と
も
関
係
し
て

い
る
。
報
告
書
の
知
識
社
会
学
的
な
背
景
を
研
究
し
た
カ
ー
ル
（Barry D. Karl

）
の
伝
記
研
究
に
よ
る
と
、
ま
ず
、
ブ
ラ
ウ
ン
ロ
ー
と

ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク
（L. G

ulick

）
は
主
に
都
市
行
政
の
知
見
を
背
景
に
し
な
が
ら
、
行
政
官
の
専
門
的
修
練
と
専
門
分
化
の
必
要
性
を
強
調

し
て
い
た
と
さ
れ
、
こ
れ
が
職
業
公
務
員
制
に
関
す
る
上
述
の
提
言
に
結
実
し
た
と
さ
れ
）
28
（
る
。
他
方
で
政
治
学
学
者
で
あ
っ
た
委
員
の
メ



法学政治学論究　第138号（2023.9）

12

リ
ア
ム
（C. M

erriam

）
は
、「
知
識
の
集
積
と
組
織
）
29
（
化
」
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
計
画
（planning

）
の
概
念
を
理
論
化
し
、
こ
の
計
画
的

統
合
の
契
機
を
、
大
統
領
の
指
揮
監
督
権
の
観
念
に
結
び
付
け
た
と
さ
れ
る
。

　
以
上
を
整
理
す
る
と
、
ブ
ラ
ウ
ン
ロ
ー
委
員
会
報
告
書
は
、
執
行
部
門
が
、
メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
の
適
用
さ
れ
る
職
員
公
務
員
と
、

大
統
領
と
そ
の
側
近
で
あ
る
政
治
任
用
職
の
層
に
よ
っ
て
分
層
化
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
前
提
に
、
大
統
領
が
行
政
全
体
を
総
合
調
整
す
る

べ
き
存
在
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
、
委
員
の
一
人
で
あ
っ
た
ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク
は
、
報
告
書
が
提
出
さ
れ
た
翌
年
に
、
同

報
告
書
で
提
示
さ
れ
た
行
政
改
革
の
指
針
を
、
行
政
組
織
論
の
形
で
体
系
化
す
る
論
文
を
公
表
し
て
お
り
、
報
告
書
の
内
容
を
理
解
す
る

た
め
の
補
助
線
を
提
供
し
て
い
）
30
（

る
。
即
ち
、
ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク
は
、『
管
理
科
学
論
集
』
の
な
か
に
寄
稿
し
た
自
身
の
論
文
の
な
か
で
、「
大

規
模
で
複
雑
化
し
た
業
務
」
を
的
確
に
遂
行
す
る
た
め
に
は
、
職
員
の
専
門
分
化
と
分
業
（division of w

ork

）
が
必
要
に
な
る
と
指
摘

す
る
一
方
、
組
織
全
体
の
共
通
目
的
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
調
整
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
組
織
化
す
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し

て
、
一
人
の
人
間
が
組
織
全
体
監
督
で
き
る
時
間
と
範
囲
に
は
限
界
が
あ
る
以
上
、
調
整
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
個
別
業
務
ご
と
の
単
発
の

命
令
で
行
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｄ
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｂ
（
計
画Planning

、
組
織O

rganization

、
人
事Staffing

、
指
示D

irecting

、
調
整Co-

ordination

、
報
告Report

、
予
算Budgeting

）
の
各
局
面
を
集
権
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
達
成
さ
れ
る
と
結
論
付
け
て
い
る
。

　
こ
の
ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク
の
論
文
を
背
景
に
改
め
て
報
告
書
の
内
容
を
整
理
す
る
と
、
そ
の
内
容
は
概
ね
次
の
よ
う
に
要
約
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
即
ち
、
大
統
領
の
行
政
管
理
能
力
の
強
化
と
は
、
指
揮
監
督
権
を
組
織
・
人
事
・
政
策
調
整
の
各
局
面
で
強
化
す
る
こ
と
で
、
大

統
領
の
政
策
指
針
に
従
っ
て
行
政
全
体
を
方
向
付
け
る
作
業
を
意
味
す
る
一
方
、
こ
こ
で
い
う
行
政
管
理
は
、
職
業
公
務
員
制
を
前
提
と

し
た
分
業
体
制
を
基
礎
に
、「
各
作
業
部
門
を
相
互
に
関
連
付
け
）
31
（

る
」
総
合
調
整
の
契
機
を
含
む
も
の
で
あ
っ
た
と
整
理
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
次
節
で
は
、
こ
こ
で
提
示
さ
れ
た
行
政
改
革
の
指
針
が
、
そ
の
後
の
制
度
改
革
に
実
際
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
を
、

分
析
す
る
。
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㈡
　
ブ
ラ
ウ
ン
ロ
ー
委
員
会
報
告
書
以
後
の
行
政
改
革
と
そ
の
帰
結

　
既
述
の
よ
う
に
、
委
員
会
報
告
書
の
改
革
指
針
は
、
①
組
織
・
人
事
・
政
策
調
整
の
各
局
面
で
大
統
領
の
指
揮
監
督
権
を
強
化
し
、
そ

の
指
導
性
を
強
化
す
る
側
面
と
、
②
職
業
公
務
員
制
を
基
盤
と
し
た
分
業
体
制
を
前
提
に
各
部
門
と
連
携
し
な
が
ら
総
合
調
整
を
図
る
側

面
、
の
二
つ
に
大
別
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
、
両
者
と
も
に
実
際
の
制
度
改
革
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
も
っ
と
も
、
以
下
で
み

る
よ
う
に
、
実
際
の
制
度
改
革
で
強
調
さ
れ
た
の
は
、
①
の
指
導
力
強
化
の
側
面
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
報
告
書
以
後
の
主
要
な
改
革
を
列
挙
す
る
と
、
ま
ず
初
め
に
行
わ
れ
た
の
が
、
メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
の
拡
大
で
あ
る
。
既
述
の
よ
う

に
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
は
、
大
恐
慌
対
策
の
た
め
に
行
政
機
関
の
新
設
と
増
員
を
行
っ
た
が
、
新
設
さ
れ
た
行
政
機
関
の
大
半
で
は
、

メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
の
適
用
外
と
な
る
特
別
職
員
（excepted service

）
か
ら
人
事
採
用
が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
、
メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス

テ
ム
の
適
用
範
囲
は
、
全
体
の
八
〇
％
か
ら
六
〇
％
に
ま
で
下
降
し
た
。
も
っ
と
も
、
一
九
四
〇
年
にRam

speck

法）
32
（

が
制
定
さ
れ
、
大

統
領
が
大
統
領
令
を
通
じ
て
、
従
前
特
別
職
員
に
分
類
さ
れ
て
い
た
職
員
を
、
メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
の
適
用
対
象
に
切
り
替
え
る
こ
と

が
で
き
る
旨
が
定
め
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
の
適
用
拡
大
が
進
め
ら
れ
、
一
九
五
一
年
に
は
そ
の
適
用
割
合
が
全
体

の
八
八
％
を
占
め
る
に
至
っ
た
。
そ
の
意
味
でRam

speck

法
に
始
ま
る
メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
拡
大
の
動
き
は
、「
一
九
三
七
年
の
行

政
管
理
に
関
す
る
大
統
領
委
員
会
で
提
言
さ
れ
た
、
人
事
管
理
に
関
す
る
勧
告
と
軌
を
一
に
す
る
も
で
あ
っ
）
33
（
た
」
と
い
え
よ
う
。

　
も
っ
と
も
、
ブ
ラ
ウ
ン
ロ
ー
委
員
会
報
告
書
以
後
の
行
政
改
革
の
主
眼
は
、
大
統
領
の
行
政
管
理
能
力
の
強
化
に
置
か
れ
て
い
た
と
み

る
こ
と
が
で
き
る
。
関
連
す
る
改
革
を
時
系
列
に
沿
っ
て
列
挙
す
る
と
、
ま
ず
、
一
九
三
九
年
の
大
統
領
府
が
設
置
さ
れ
、
大
統
領
の
補

佐
支
援
体
制
が
強
化
さ
れ
た
。
次
い
で
一
九
七
八
年
の
公
務
員
制
度
改
革
で
、
主
に
各
省
の
課
長
級
か
ら
構
成
さ
れ
る
上
級
管
理
職

（Senior Executive Service

（
Ｓ
Ｅ
Ｓ
））
が
創
設
さ
れ
、
Ｓ
Ｅ
Ｓ
全
体
の
一
〇
％
を
超
え
な
い
範
囲
で
政
治
任
用
を
行
う
こ
と
が
可
能
と

な
っ
）
34
（
た
。
さ
ら
に
Ｏ
Ｍ
Ｂ
審
査
の
創
設
に
よ
っ
て
、
大
統
領
が
、
各
行
政
機
関
の
ル
ー
ル
メ
イ
キ
ン
グ
に
関
し
て
、
そ
の
判
断
過
程
を
実
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体
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ブ
ラ
ウ
ン
ロ
ー
委
員
会
報
告
書
以
降
、
官
房
組
織
・
人
事
管
理
・
政
策
調
整
の
各
局
面
で
大
統
領
の
指
揮
監
督
権
が
強

化
さ
れ
て
き
た
と
い
え
る
が
、
以
下
で
は
主
に
Ｏ
Ｍ
Ｂ
審
査
の
運
用
に
着
目
し
な
が
ら
、
一
連
の
制
度
改
革
が
相
互
に
ど
の
よ
う
に
連
関

し
、
如
何
な
る
変
化
を
も
た
ら
し
た
の
か
を
子
細
に
検
討
し
た
い
。

　
Ｏ
Ｍ
Ｂ
審
査
と
は
、
大
統
領
府
直
下
の
Ｏ
Ｍ
Ｂ
（
行
政
管
理
予
算
局
）
が
監
督
機
関
と
な
っ
て
行
わ
れ
る
政
策
調
整
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
あ

り
、
大
統
領
令
（Executive O

rder

）
一
二
二
九
号
に
よ
っ
て
新
設
さ
れ
た
。
当
該
大
統
領
令
は
、
Ｏ
Ｍ
Ｂ
審
査
を
新
設
し
た
目
的
に
つ

い
て
、「
規
制
措
置
に
関
す
る
行
政
機
関
の
応
答
責
任
（accountability

）
を
高
め
て
、
規
制
プ
ロ
セ
ス
に
対
す
る
大
統
領
に
よ
る
監
督

（oversight

）
を
確
保
す
る
た
め
」
と
述
べ
た
う
え
で
、
概
ね
次
の
よ
う
な
手
順
を
定
め
た
。
ま
ず
、
審
査
の
実
体
的
基
準
と
し
て
費
用
効

用
分
析
（cost-benefit analysis

）
が
導
入
さ
れ
た
。
次
い
で
、
審
査
対
象
と
な
る
規
制
措
置
が
、
こ
の
基
準
と
適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か

を
審
査
す
る
た
め
に
、
各
行
政
機
関
に
、
管
轄
す
る
規
制
規
則
に
つ
い
て
予
め
規
制
影
響
分
析
を
作
成
さ
せ
、
こ
れ
を
事
前
に
Ｏ
Ｍ
Ｂ
に

提
出
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
た
。
そ
の
う
え
で
各
行
政
機
関
は
、
当
該
規
制
措
置
に
つ
い
て
Ｏ
Ｍ
Ｂ
と
協
議
（consult w

ith

）
す
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
Ｏ
Ｍ
Ｂ
局
長
の
意
見
に
応
答
（respond to the D

irector

’s view
s

）
し
な
い
場
合
、
規
制
措
置
の
公
表
及

び
告
知
を
留
保
（refrain from

）
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
ら
れ
た
。

　
行
政
法
学
者
の
ケ
ー
ガ
ン
（E. Kagan

）
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
Ｏ
Ｍ
Ｂ
審
査
は
、「
Ｏ
Ｍ
Ｂ
が
、
各
行
政
機
関
の
提
出
す
る
規
制

影
響
分
析
の
適
否
を
判
断
し
、
審
査
手
続
き
が
完
了
す
る
ま
で
、
場
合
に
よ
っ
て
永
久
に
、
提
案
さ
れ
た
最
終
的
な
規
則
の
発
行
を
停
止

す
る
権
限
を
有
す
る
」
と
い
う
意
味
で
、「
規
則
制
定
手
続
き
に
対
す
る
実
質
的
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
形
式
」
を
規
定
し
て
お
り
、
レ
ー

ガ
ン
政
権
以
降
、「
大
統
領
の
政
策
課
題
を
実
現
す
る
た
め
の
手
段
」
と
し
て
定
着
し
）
35
（
た
。

　
ケ
ー
ガ
ン
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
Ｏ
Ｍ
Ｂ
審
査
が
集
権
的
な
政
策
調
整
シ
ス
テ
ム
と
し
て
定
着
し
た
背
景
に
は
、
ブ
ラ
ウ
ン
ロ
ー
委
員

会
報
告
書
以
降
、
大
統
領
の
行
政
管
理
能
力
が
制
度
上
拡
充
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
重
要
な
の
は
人
事
面
に
お
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け
る
制
度
変
化
で
あ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
一
九
七
八
年
の
公
務
員
制
度
改
革
で
は
Ｓ
Ｅ
Ｓ
制
度
が
導
入
さ
れ
、
大
統
領
に
よ
る
政
治

任
用
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
た
。
と
り
わ
け
各
省
課
長
級
以
上
か
ら
成
る
幹
部
職
員
の
政
治
任
用
の
場
合
に
は
、「
大
統
領
の
政
治
選
好
に

合
致
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
注
目
し
て
任
用
が
行
わ
れ
る
た
め
、
大
統
領
の
任
用
権
は
、
自
ら
の
同
胞
を
予
め
官
僚
機
構
の
な
か
に
忍
び

込
ま
せ
る
こ
と
で
政
治
的
応
答
性
を
高
め
る
手
法
と
し
て
効
果
的
に
活
用
さ
れ
て
き
）
36
（
た
」。
こ
の
よ
う
に
大
統
領
は
、
政
治
任
用
を
通
じ

て
自
身
に
協
力
的
な
陣
容
を
整
え
る
こ
と
で
、
政
策
の
決
定
と
調
整
を
自
ら
の
下
に
集
権
化
さ
せ
る
に
至
っ
た
。

㈢
　
メ
ッ
ツ
ガ
ー
の
問
題
意
識
：
官
僚
機
構
の
政
治
化

　
以
上
で
み
た
よ
う
に
、
ブ
ラ
ウ
ン
ロ
ー
委
員
会
報
告
書
以
降
、
官
房
人
事
・
人
事
管
理
・
政
策
調
整
の
各
局
面
で
大
統
領
の
指
揮
監
督

権
が
強
化
さ
れ
、
そ
の
結
果
、「
内
閣
、
官
僚
機
構
、
Ｏ
Ｍ
Ｂ
と
い
っ
た
執
行
府
内
部
の
政
策
形
成
に
関
わ
る
ア
ク
タ
ー
が
、
組
織
上
層

へ
集
合
さ
れ
調
整
さ
れ
）
37
（
る
」
よ
う
に
な
り
、
官
僚
機
構
の
政
治
化
（politicization

）
が
進
行
し
た
。
本
節
で
は
、
官
僚
機
構
の
政
治
化
と

い
う
実
態
に
対
し
て
メ
ッ
ツ
ガ
ー
が
如
何
な
る
問
題
意
識
を
持
っ
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
具
体
的
に
は
、
メ
ッ
ツ
ガ
ー
の
引
用

し
た
文
献
（
実
証
研
究
及
び
判
例
）
に
依
拠
し
な
が
ら
、
官
僚
機
構
の
政
治
化
に
よ
り
大
統
領
の
党
派
性
に
左
右
さ
れ
な
い
行
政
の
合
理

性
や
専
門
性
が
浸
食
さ
れ
つ
つ
あ
る
、
と
い
う
メ
ッ
ツ
ガ
ー
の
現
状
評
価
を
概
観
す
る
。

　
先
述
し
た
よ
う
に
、
Ｏ
Ｍ
Ｂ
審
査
が
、
大
統
領
を
頂
点
と
す
る
集
権
的
な
政
策
調
整
の
仕
組
み
と
し
て
定
着
し
た
背
景
に
は
、
ブ
ラ
ウ

ン
ロ
ー
委
員
会
報
告
書
以
降
、
官
房
組
織
や
人
事
管
理
の
局
面
で
大
統
領
の
行
政
管
理
能
力
が
強
化
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
。

特
に
Ｓ
Ｅ
Ｓ
制
度
が
導
入
さ
れ
、
各
省
課
長
級
の
人
事
を
一
定
程
度
大
統
領
が
掌
握
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、「
政
権
の
綱
領
を
実
行
す

る
う
え
で
重
要
な
政
策
や
事
業
に
関
わ
る
官
職
を
、
大
統
領
が
柔
軟
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
よ
う
に
」
な
り
、
そ
の
結
果
、
一
九
七
〇

年
代
以
降
、
メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
の
適
用
職
域
は
全
体
の
六
〇
％
か
ら
五
〇
％
近
く
に
ま
で
下
降
し
）
38
（

た
。
こ
の
点
、
政
治
学
者
の
ル
イ

ス
（D. Lew

is

）
は
、
政
治
任
用
の
拡
大
を
通
じ
た
官
僚
機
構
の
政
治
化
が
、
行
政
の
専
門
性
や
合
理
性
と
い
っ
た
要
素
を
急
速
に
浸
食
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し
つ
つ
あ
る
と
警
告
し
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、「
政
治
任
用
者
が
公
務
外
か
ら
入
っ
て
き
て
職
業
公
務
員
に
取
っ
て
代
わ
る
よ
う
な
こ

と
が
あ
れ
ば
、
幹
部
の
離
職
が
増
え
、
専
門
的
な
職
業
公
務
員
の
採
用
・
引
き
留
め
が
困
難
と
な
り
、
職
員
の
士
気
や
専
門
知
識
を
身
に

付
け
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
低
下
し
て
問
題
が
発
生
す
る
の
が
自
然
で
あ
」
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
現
場
固
有
の
知
識
や
長
期
的
視
点
に

立
っ
た
計
画
立
案
、
組
織
に
受
け
継
が
れ
る
記
憶
、
安
定
性
」
と
い
っ
た
知
的
資
源
が
急
速
に
後
退
し
つ
つ
あ
る
と
い
）
39
（
う
。

　
こ
の
ル
イ
ス
の
研
究
は
、
メ
ッ
ツ
ガ
ー
に
よ
っ
て
引
用
さ
れ
て
お
り
、
後
述
す
る
メ
ッ
ツ
ガ
ー
の
問
題
意
識
を
実
証
面
で
裏
支
え
す
る

も
の
で
あ
る
が
、
官
僚
機
構
の
政
治
化
に
よ
っ
て
行
政
の
専
門
性
や
合
理
性
が
浸
食
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
い
う
事
態
は
、
裁
判
例
の
な
か
で

も
争
点
化
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
判
例
も
ま
た
メ
ッ
ツ
ガ
ー
に
よ
っ
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。
紙
幅
の
関
係
上
詳
述
は
で
き
な
い
が
、
二
〇
〇

七
年
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
判
）
40
（
決
で
は
、
自
動
車
か
ら
排
出
さ
れ
る
大
気
汚
染
物
質
を
規
制
す
る
た
め
の
規
則
制
定
権
を
Ｅ
Ｐ
Ａ
が
行
使
し
な
か
っ
た

こ
と
の
違
法
性
が
争
点
と
な
っ
た
。
こ
の
事
案
で
Ｅ
Ｐ
Ａ
が
排
ガ
ス
規
制
を
行
わ
な
か
っ
た
背
景
に
は
、
当
時
、
新
規
の
排
ガ
ス
規
制
に

難
色
を
示
し
て
い
た
ブ
ッ
シ
ュ
（
子
）
政
権
が
、「
科
学
的
な
知
見
に
関
わ
る
報
告
書
に
改
変
を
加
え
、
政
権
内
部
の
専
門
家
に
対
し
て

沈
黙
を
強
い
て
、
自
ら
の
政
治
的
立
場
に
と
っ
て
不
都
合
な
科
学
的
情
報
を
覆
い
隠
し
て
し
ま
っ
）
41
（

た
」
事
情
が
関
係
し
て
い
た
が
、
こ
れ

に
対
し
て
最
高
裁
は
、「
環
境
保
護
庁
は
、
規
制
を
行
わ
な
い
根
拠
を
縷
々
述
べ
て
い
る
。
例
え
ば
、
地
球
温
暖
化
の
脅
威
に
対
す
る
効

果
的
な
対
応
策
と
し
て
、
既
に
任
意
ベ
ー
ス
で
の
行
政
措
置
が
多
く
行
わ
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
、
或
い
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
を
今
規
制
し

て
し
ま
う
と
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
を
め
ぐ
る
主
要
途
上
国
と
の
大
統
領
の
交
渉
力
が
削
が
れ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
や
、
個
々
の
自

動
車
の
排
出
規
制
と
い
う
こ
と
で
は
断
片
的
で
非
効
率
な
方
法
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る
。
…
…
こ
う
し
た
考
慮
は
、
温
室

効
果
ガ
ス
が
気
候
変
動
を
も
た
ら
す
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
と
は
何
の
関
係
も
な
い
。
ま
し
て
、
科
学
的
判
断
を
拒
絶
す
る
こ
と
の
適
切

な
正
当
化
事
由
と
は
な
ら
な
い
」
と
述
べ
た
う
え
で
、
排
出
規
制
に
関
す
る
「
必
要
な
情
報
」
が
何
ら
提
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
権
限
を
行

使
し
な
か
っ
た
こ
と
に
対
す
る
「
合
理
的
な
説
明
は
提
示
さ
れ
て
い
な
い
」（
故
に
違
法
）
と
判
示
し
）
42
（

た
。

　
こ
の
よ
う
に
科
学
的
根
拠
の
提
示
が
要
求
さ
れ
た
点
に
つ
い
て
、
或
る
判
例
評
釈
は
、「
行
政
機
関
が
、
外
か
ら
の
政
治
的
圧
力
、
と
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り
わ
け
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
や
政
治
任
用
職
か
ら
来
る
政
治
的
圧
力
か
ら
独
立
し
て
専
門
的
判
断
を
行
使
で
き
る
よ
う
に
担
保
し
）
43
（
た
」
も
の

だ
と
指
摘
し
て
お
り
、
こ
の
判
例
評
釈
も
メ
ッ
ツ
ガ
ー
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
、
メ
ッ
ツ
ガ
ー
が
引
用
し
た
文
献
や
判
例
を
概
観
し
て
き
た
が
、
上
記
の
文
献
引
用
に
よ
っ
て
メ
ッ
ツ
ガ
ー
が
表
明
し
て
い
る
の

は
、
官
僚
機
構
の
政
治
化
に
よ
っ
て
、
行
政
の
合
理
性
や
専
門
性
が
政
治
化
（politicization of adm

inistrat

）
44
（ion

）
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
い
う

問
題
意
識
で
あ
る
。
そ
し
て
、
次
章
で
み
る
よ
う
に
、
メ
ッ
ツ
ガ
ー
は
か
か
る
問
題
意
識
を
基
盤
に
据
え
な
が
ら
、
肥
大
化
し
た
大
統
領

の
権
能
を
執
行
府
内
部
か
ら
抑
制
す
る
職
業
公
務
員
の
機
能
を
憲
法
的
に
再
評
価
し
、
そ
の
う
え
で
、
執
行
府
内
部
で
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能

を
維
持
強
化
す
る
司
法
審
査
の
あ
り
方
を
模
索
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
、
と
い
う
問
題
提
起
を
行
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
誠
実
執
行

条
項
の
解
釈
を
軸
と
す
る
憲
法
解
釈
論
を
提
示
し
、
職
業
公
務
員
制
度
の
憲
法
的
機
能
を
抽
出
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
彼

女
は
、
入
国
制
限
令
に
係
る
裁
判
例
を
参
照
し
な
が
ら
、
上
記
の
職
業
公
務
員
の
機
能
を
維
持
強
化
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
し
て
司
法
審
査

の
役
割
を
再
定
位
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
。

三
　
職
業
公
務
員
制
の
憲
法
的
機
能
：
メ
ッ
ツ
ガ
ー
の
憲
法
解
釈
論

㈠
　
職
業
公
務
員
制
の
憲
法
的
機
能
と
誠
実
執
行
条
項

　
前
章
で
は
、
ブ
ラ
ウ
ン
ロ
ー
委
員
会
報
告
書
以
降
、
実
定
法
上
、
大
統
領
の
指
揮
監
督
権
が
ど
の
よ
う
に
強
化
さ
れ
て
き
た
の
か
を
観

察
し
、
か
か
る
実
定
制
度
の
現
状
に
対
し
て
メ
ッ
ツ
ガ
ー
が
ど
の
よ
う
な
批
判
的
視
座
を
持
っ
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
。
本
章
で

は
、
メ
ッ
ツ
ガ
ー
が
か
か
る
問
題
意
識
に
基
づ
き
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
解
釈
論
を
提
示
し
て
い
る
の
か
を
分
析
す
る
。
メ
ッ
ツ
ガ
ー
は
、

職
業
公
務
員
制
の
憲
法
的
機
能
を
明
確
化
し
（
本
章
第
一
節
）、
そ
れ
が
司
法
審
査
に
及
ぼ
す
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
分
析
し
て
い
る
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（
本
章
第
二
節
）。

　
メ
ッ
ツ
ガ
ー
は
職
業
公
務
員
制
の
憲
法
的
機
能
を
、
次
の
よ
う
に
要
約
し
て
い
る
。「
行
政
国
家
は
、
官
僚
機
構
や
専
門
職
員
、
組
織

内
部
の
複
雑
性
と
い
っ
た
要
素
を
伴
い
な
が
ら
、
重
要
な
憲
法
的
機
能
（constitutional functions

）
を
果
た
し
て
お
り
、
そ
れ
は
、
ア
カ

ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
や
組
織
内
部
の
抑
制
的
機
能
、
そ
し
て
能
率
的
な
執
行
部
門
に
と
っ
て
の
鍵
で
あ
）
45
（
る
」。
こ
こ
で
は
憲
法
的
機
能
が
三

つ
に
大
別
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
三
つ
の
機
能
と
は
、
①
行
政
の
能
率
性
・
専
門
性
、
②
執
行
府
内
部
で
の
抑
制
均
衡
（
政
治
的
党
派
性
の

抑
止
、
大
統
領
の
党
派
性
に
左
右
さ
れ
な
い
行
政
の
合
理
性
の
確
保
（
法
の
支
配
））、
③
政
治
任
用
職
と
の
協
働
（
組
織
分
化
を
前
提
と
し
た
協
働
）

の
三
点
で
あ
る
が
、
以
下
そ
れ
ぞ
れ
を
子
細
に
検
討
す
る
。

1　

行
政
の
能
率
性
と
誠
実
執
行
条
項

　
既
述
の
よ
う
に
、
ブ
ラ
ウ
ン
ロ
ー
委
員
会
報
告
書
は
、
大
統
領
の
行
政
管
理
能
力
を
拡
充
し
、
行
政
各
部
に
対
す
る
民
主
的
な
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
を
強
化
す
る
べ
き
だ
と
提
言
す
る
一
方
、
職
業
公
務
員
制
を
拡
充
し
、
専
門
知
に
裏
付
け
ら
れ
た
能
率
的
な
行
政
の
必
要
性
を
強

調
し
て
い
た
。
メ
ッ
ツ
ガ
ー
も
、
こ
の
報
告
書
の
後
者
の
側
面
、
つ
ま
り
、
行
政
作
用
に
は
専
門
性
（expertise

）
と
そ
れ
を
組
織
面
で

裏
付
け
る
専
門
分
化
（specialization

）
が
必
要
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
メ
ッ
ツ
ガ
ー
は
、
ラ
ン
デ
ィ
ス
（J. Lan

）
46
（dis

）
の

見
解
を
参
照
し
な
が
ら
、
能
率
的
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
（effective governance

）
の
た
め
に
は
、
議
会
や
大
統
領
な
ど
の
政
治
部
門
か
ら
独
立

し
た
固
有
の
統
治
作
用
と
し
て
、
専
従
の
職
業
公
務
員
制
か
ら
構
成
さ
れ
る
行
政
作
用
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
メ
ッ
ツ
ガ
ー
は
、
ラ
ン
デ
ィ
ス
の
法
理
論
に
回
帰
し
な
が
ら
、
能
率
の
実
現
の
た
め
に
は
専
門
特
化
し
た
職
員
や
組
織
が

必
要
で
あ
る
旨
を
再
確
認
し
て
い
る
。
か
か
る
要
請
は
、
誠
実
執
行
条
項
（「
大
統
領
は
法
が
誠
実
に
執
行
さ
れ
る
よ
う
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。」﹇The President

﹈ shall take care that the Law
 faithfully be executed.

）
の
解
釈
論
と
し
て
再
構
成
さ
れ
、
職
業
公
務
員
制
が
憲

法
上
の
要
請
と
し
て
明
言
さ
れ
て
い
）
47
（

る
。
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こ
こ
か
ら
は
、
誠
実
な
法
執
行
に
留
意
す
る
べ
き
義
務
を
果
た
す
た
め
に
大
統
領
に
必
要
と
さ
れ
る
行
政
能
力
（adm

inistrative capacity

）
が

要
請
さ
れ
る
べ
き
こ
と
が
導
か
れ
る
。
…
…
で
は
、
広
範
な
委
任
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合
に
こ
こ
で
い
う
行
政
能
力
は
何
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
の

か
？
　
ま
ず
も
っ
て
そ
れ
は
、
委
任
権
限
の
執
行
を
適
切
に
監
督
す
る
た
め
に
必
要
な
官
僚
機
構
と
官
僚
的
な
統
率
体
制
を
意
味
し
て
い
る
。
ま
た
、

高
度
の
不
確
実
性
と
複
雑
性
の
伴
う
状
況
で
委
任
権
限
を
誠
実
に
執
行
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
十
分
な
（sufficient

）
行
政
資
源
と
人
員
、

と
り
わ
け
そ
の
執
行
に
見
合
う
的
確
な
（adequate

）
専
門
性
と
専
門
分
化
が
要
請
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
今
日
で
は
専
門
職
能
を
備
え
た
専
門

職
員
が
憲
法
上
要
請
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
ま
た
、
行
政
機
関
内
部
で
の
専
門
性
と
組
織
と
し
て
の
持
続
性
が
必
要
と
さ
れ
る
限
り
で
職
業
公
務
員

（civil service

）
が
憲
法
上
要
請
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
は
、
不
確
実
性
と
複
雑
性
の
伴
う
リ
ス
ク
評
価
が
議
会
に
よ
っ
て
行
政
機
関
に
委
任
さ
れ
、「
行
政
国
家
全
域
に
不
確
実
性
が

遍
在
し
て
い
る
状
）
48
（
況
」
を
前
提
と
し
な
が
ら
、
か
か
る
規
制
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
的
確
に
執
行
す
る
た
め
の
組
織
体
制
と
し
て
、
憲
法
上
職
業

公
務
員
制
が
要
請
さ
れ
る
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
執
行
適
格
な
い
し
機
関
適
正
の
観
）
49
（
念
は
、
次
項
で
み
る
よ
う
に
、

デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
や
抑
制
均
衡
な
ど
の
他
の
憲
法
的
価
値
と
結
び
付
き
な
が
ら
、
職
業
公
務
員
制
の
憲
法
的
機
能
を
規
定
す
る
も
の
と

し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

2　

執
行
府
内
部
で
の
抑
制
均
衡
と
職
業
公
務
員
制
度
の
自
律
性

　
職
業
公
務
員
制
の
憲
法
的
機
能
は
、
行
政
の
能
率
性
だ
け
で
は
な
く
、
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
や
法
の
支
配
と
も
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。

メ
ッ
ツ
ガ
ー
に
よ
れ
ば
、
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
の
な
か
に
は
、
統
治
権
が
恣
意
的
に
行
使
さ
れ
な
い
よ
う
に
適
正
化
さ
れ
る
べ
き
だ
と
い

う
一
般
的
要
請
が
含
ま
れ
て
お
）
50
（
り
、
か
つ
、
法
執
行
の
適
正
性
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
政
治
的
党
派
性
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
な
い
行
政

の
合
理
性
や
専
門
性
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
う
し
た
法
の
支
配
の
価
値
を
制
度
化
す
る
た
め
に
は
、
職
業
公
務
員
制
が
憲
法
上



法学政治学論究　第138号（2023.9）

20

要
請
さ
れ
る
。
と
り
わ
け
「
大
統
領
に
よ
っ
て
駆
り
立
て
ら
れ
た
行
政
の
単
独
主
義
と
権
力
増
大
の
可
能
性
」
を
抑
え
込
み
、「
行
政
権

が
政
治
的
に
濫
用
さ
れ
る
こ
と
を
抑
制
」
す
る
た
め
に
は
、
大
統
領
に
対
す
る
カ
ウ
ン
タ
ー
・
バ
ラ
ン
ス
と
し
て
職
業
公
務
員
制
が
要
請

さ
れ
）
51
（
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
メ
ッ
ツ
ガ
ー
に
よ
れ
ば
、
職
業
公
務
員
制
は
、
執
行
府
内
部
で
の
法
の
支
配
の
担
い
手
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
際
メ
ッ
ツ
ガ
ー
は
そ
の
論
証
に
あ
た
っ
て
、
職
業
公
務
員
制
の
歴
史
と
理
念
を
再
確
認
し
、
そ
の
歴
史
的
実
態
の
な
か
か
ら
「
政
治

と
行
政
の
機
能
分
化
」
と
い
う
論
理
を
抽
出
し
、
こ
れ
を
憲
法
的
機
能
と
し
て
再
構
成
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
。
メ
ッ
ツ
ガ
ー
に
よ
れ
ば
、

元
来
職
業
公
務
員
制
は
、
ス
ポ
イ
ル
ズ
・
シ
ス
テ
ム
の
よ
う
な
党
派
的
な
人
事
慣
行
を
改
め
、「
採
用
、
任
期
保
障
、
給
与
の
面
で
政
治

的
独
立
性
を
確
）
52
（
保
」
す
る
た
め
の
仕
組
み
で
あ
り
、
と
り
わ
け
「
政
治
的
に
動
機
付
け
ら
れ
た
任
用
判
断
を
禁
止
す
）
53
（
る
」
こ
と
で
能
力
主

義
を
徹
底
す
る
と
こ
ろ
に
そ
の
本
質
が
あ
っ
た
。
こ
の
メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
、
行
政
機
関
の
内
部
に
専
門
職
能
固
有
の
組
織

文
化
（professional netw

ork

）
が
醸
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
専
門
職
能
固
有
の
規
範
に
準
拠
し
て
行
政
が
管
理
運
営
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
）
54
（

た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
実
定
法
上
、
採
用
や
昇
進
の
局
面
で
政
治
的
影
響
力
が
遮
断
さ
れ
能
力
主
義
が
制
度
化
さ
れ
た
結
果
、
職
業
公
務
員
に

職
能
的
心
性
が
内
面
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
加
え
て
職
業
公
務
員
は
、
政
治
任
用
職
か
ら
の
党
派
的
要
求
を
斥
け
る
こ
と
で
、

党
派
性
に
左
右
さ
れ
な
い
法
の
支
配
の
価
値
を
支
え
て
い
る
。
メ
ッ
ツ
ガ
ー
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
）
55
（
る
。

　
修
練
を
経
た
専
門
家
が
し
ば
し
ば
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
職
業
公
務
員
は
、
法
規
範
や
倫
理
規
範
、
専
門
職
能
固
有
の
規
範
の
観
点
か
ら
み
て
超
え

て
は
な
ら
な
い
一
線
を
堅
持
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
法
的
な
権
威
に
対
す
る
彼
ら
の
志
向
性
は
、
し
ば
し
ば
見
過
ご
さ
れ
が
ち
だ
が
、
行
政
機
関
内
部

で
法
の
支
配
の
防
波
堤
と
し
て
の
働
き
を
果
た
し
て
い
る
。
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こ
こ
で
は
、
職
業
公
務
員
の
専
門
家
と
し
て
の
矜
持
が
、
政
治
任
用
職
の
党
派
性
を
牽
制
し
得
る
こ
と
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
メ
ッ
ツ

ガ
ー
は
か
か
る
事
例
の
例
示
と
し
て
、
司
法
省
内
部
の
法
律
家
の
役
割
に
言
及
し
、
彼
ら
が
安
全
保
障
政
策
な
ど
で
法
治
主
義

（legalism
）
の
番
人
と
し
て
機
能
し
て
き
た
こ
と
に
も
触
れ
て
い
）
56
（
る
。
も
っ
と
も
こ
う
し
た
専
門
知
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
は
、
法
曹
集

団
だ
け
で
は
な
く
、
専
門
職
能
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
る
官
僚
集
団
に
も
み
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
官
僚
集
団
内
部
で

の
指
示
通
達
（peer review

）
は
、「
一
貫
性
、
統
一
性
、
権
威
性
、
合
理
的
根
拠
、
恣
意
的
で
な
い
統
治
活
動
と
い
っ
た
法
の
支
配
の
重

要
な
価
）
57
（
値
」
を
促
進
す
る
働
き
を
持
っ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
が
、
政
治
的
党
派
性
に
左
右
さ
れ
な
い
行
政
の
合
理
性
や
専
門
性
を
支
え
て

い
る
。

3　

組
織
分
化
を
前
提
と
し
た
協
働
の
規
範

　
も
っ
と
も
、
職
業
公
務
員
は
、
独
立
行
政
委
員
会
と
は
異
な
り
、
大
統
領
の
指
揮
監
督
権
の
下
に
服
す
る
べ
き
存
在
で
あ
り
、
ブ
ラ
ウ

ン
ロ
ー
委
員
会
報
告
書
で
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
政
治
任
用
職
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
政
策
方
針
に
従
う
べ
き
も
の
と
さ
れ
る
。
但
し
、

ブ
ラ
ウ
ン
ロ
ー
委
員
会
報
告
書
は
、
職
業
公
務
員
と
政
治
任
用
職
と
の
協
働
と
連
携
を
前
提
に
し
た
政
策
調
整
を
志
向
し
て
お
り
、
メ
ッ

ツ
ガ
ー
も
同
趣
旨
の
立
論
を
展
開
し
て
い
る
。
メ
ッ
ツ
ガ
ー
に
よ
れ
ば
、「
末
端
の
職
員
が
政
治
的
に
決
定
さ
れ
た
政
策
を
執
行
し
、
か

つ
行
政
活
動
に
関
わ
る
有
用
な
情
報
が
、
政
治
任
用
の
幹
部
職
員
に
送
り
届
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
確
保
し
」、
そ
れ
に
よ
っ
て

「
執
行
部
門
の
政
策
を
策
定
す
る
に
あ
た
っ
て
様
々
な
視
座
を
組
み
合
わ
せ
て
審
議
検
討
（deliberate

）
す
る
こ
）
58
（
と
」
が
重
要
と
さ
れ
る
。

こ
こ
で
は
、
執
行
部
門
全
体
が
、
政
治
任
用
職
と
職
業
公
務
員
に
よ
っ
て
分
層
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
両
者
の
協
働
と
連
携
の
仕

組
み
が
志
向
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
両
者
間
の
微
妙
な
バ
ラ
ン
ス
を
維
持
す
る
役
割
を
、
司
法
審
査
が
担
う
べ
き

も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
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㈡
　
司
法
審
査
の
再
定
位
：
入
国
制
限
令
に
係
る
裁
判
例
を
参
考
に

　
以
上
メ
ッ
ツ
ガ
ー
に
よ
れ
ば
、
①
能
率
・
専
門
性
の
実
現
（
機
関
適
正
）、
②
執
行
府
内
部
で
の
抑
制
均
衡
（
政
治
的
党
派
性
の
抑
止
、
大

統
領
の
党
派
性
に
左
右
さ
れ
な
い
行
政
の
合
理
性
の
確
保
（
法
の
支
配
））、
③
組
織
分
化
を
前
提
と
し
た
協
働
と
い
っ
た
要
素
が
、
職
業
公
務
員

制
の
憲
法
的
機
能
と
し
て
再
構
成
さ
れ
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
機
能
を
実
現
す
る
た
め
に
、
憲
法
上
、
職
業
公
務
員
制
が
要
請
さ
れ
る
。

も
っ
と
も
、
職
業
公
務
員
制
を
設
立
す
れ
ば
、
そ
れ
に
よ
っ
て
自
動
的
に
上
記
の
機
能
が
約
束
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
大
統
領

は
、
独
断
的
な
政
治
主
導
を
断
行
し
て
執
行
府
内
部
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
ス
キ
ッ
プ
す
る
場
合
が
あ
り
得
る
。
そ
の
た
め
メ
ッ
ツ
ガ
ー
に

よ
れ
ば
、
か
か
る
事
態
を
防
ぎ
、
執
行
府
内
部
で
の
抑
制
均
衡
を
維
持
強
化
す
る
た
め
に
、
裁
判
所
が
一
定
の
役
割
を
担
う
べ
き
も
の
と

さ
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
入
国
制
限
令
に
係
る
裁
判
例
を
手
が
か
り
と
し
な
が
ら
、
大
統
領
の
独
断
的
な
政
治
主
導

が
強
行
さ
れ
、
執
行
府
内
部
で
の
チ
ェ
ッ
ク
と
協
働
の
プ
ロ
セ
ス
が
迂
回
さ
れ
た
場
合
に
は
、
裁
判
所
は
、
執
行
府
内
部
で
の
抑
制
均
衡

を
復
元
さ
せ
る
役
割
を
担
う
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
そ
こ
で
本
節
で
は
、
ま
ず
メ
ッ
ツ
ガ
ー
が
引
用
し
た
裁
判
例
や
そ
の
関
連
裁
判

例
を
紹
介
し
、
そ
の
う
え
で
、
メ
ッ
ツ
ガ
ー
が
か
か
る
裁
判
例
に
ど
の
よ
う
な
批
評
を
加
え
て
い
る
の
か
を
分
析
す
る
。

　
な
お
以
下
で
は
、
メ
ッ
ツ
ガ
ー
が
引
用
し
た
裁
判
例
だ
け
で
は
な
く
、
入
国
制
限
令
に
関
わ
る
他
の
幾
つ
か
の
裁
判
例
も
検
討
し
て
い

る
。
裁
判
例
の
検
討
に
先
立
ち
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
考
察
手
法
を
採
用
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
補
足
す
る
。
メ
ッ
ツ
ガ
ー
は
、
執
行
府

内
部
の
決
定
プ
ロ
セ
ス
の
瑕
疵
に
着
目
し
た
裁
判
例
と
し
て
、W

ashington v. Trum
p, 847 F.3d 1151 

（9th Cir. 2017

）
を
引
用
し
て

い
る
（
主
要
な
裁
判
例
が
、
メ
ッ
ツ
ガ
ー
が
論
文
を
公
表
し
た
後
に
出
て
い
る
た
め
や
む
を
得
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
が
）。
し
か
し
こ
の
裁
判
例
は
、

一
回
目
の
入
国
制
限
令
に
対
し
て
一
方
的
緊
急
差
止
命
令
（tem

porary restraining order

）
を
発
給
し
た
事
案
で
あ
り
、
一
時
的
な
救
済

方
法
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
そ
の
判
旨
は
極
め
て
簡
素
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
裁
判
例
を
紹
介
す
る
だ
け
で
は
、
入
国
制
限
令
に
関
す

る
一
連
の
裁
判
例
の
全
体
像
を
把
握
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
そ
の
た
め
、
メ
ッ
ツ
ガ
ー
が
引
用
し
た
裁
判
例
以
外
に
も
視
野
を
拡
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げ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
一
連
の
裁
判
例
を
客
観
的
に
分
析
し
、
そ
れ
ら
の
裁
判
例
に
お
い
て
判
断
過
程
統
制
が
活
用
さ

れ
て
い
た
点
を
明
ら
か
に
す
る
（
本
節
一
項
）。
本
節
二
項
で
は
、
裁
判
例
に
対
す
る
メ
ッ
ツ
ガ
ー
の
評
価
を
分
析
し
、
彼
女
が
、
入
国

制
限
令
に
係
る
裁
判
例
を
手
が
か
り
と
し
な
が
ら
如
何
な
る
司
法
審
査
基
準
を
汲
み
出
そ
う
と
模
索
し
て
い
る
の
か
を
分
析
す
る
。
次
節

で
は
、
メ
ッ
ツ
ガ
ー
の
司
法
審
査
論
の
全
体
像
を
紹
介
し
、
そ
の
理
論
体
系
の
な
か
に
判
断
過
程
統
制
が
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
て

い
る
の
か
を
分
析
す
る
。

1　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
入
国
制
限
令
に
係
る
裁
判
例

　
二
〇
一
七
年
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
就
任
早
々
、
中
東
諸
国
か
ら
の
入
国
を
制
限
す
る
大
統
領
令
を
発
出
し
た
。
し
か
し
下
級
審
レ
ベ

ル
で
仮
差
止
命
令
（prelim

inary injunction

）
の
発
給
が
続
出
し
た
。
以
下
で
み
る
よ
う
に
、
こ
の
背
景
に
は
、「
執
行
府
の
な
か
で
の
内

部
的
規
範
や
法
的
な
プ
ロ
セ
ス
が
崩
）
59
（
壊
」
し
、
行
政
官
僚
と
の
専
門
的
な
協
議
検
討
が
行
わ
れ
な
い
ま
ま
、
大
統
領
が
独
断
的
に
政
策
決

定
を
断
行
し
た
こ
と
へ
の
否
定
的
な
評
価
が
関
係
し
て
い
る
。
な
お
以
下
の
判
旨
に
記
し
た
傍
線
は
全
て
筆
者
で
あ
り
、
括
弧
内
の
数
字

は
登
載
判
例
集
の
頁
数
で
あ
る
。

　
⑴
　Aziz v. Trum
p, 234 F. Supp. 3d 724 （E. D. Va. 2017

）

　【
事
案
】
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、
就
任
か
ら
僅
か
七
日
後
の
二
〇
一
七
年
一
月
二
七
日
に
、
テ
ロ
対
策
を
名
目
と
し
て
、
シ
リ
ア
や
イ

ラ
ク
な
ど
の
中
東
七
か
国
か
ら
の
入
国
を
九
〇
日
間
停
止
す
る
大
統
領
令
（Executive O

rder 13769

）
に
署
名
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
原

告
は
、
当
該
大
統
領
令
が
、
ム
ス
リ
ム
の
排
除
を
目
的
と
し
た
差
別
的
措
置
に
よ
る
も
の
だ
と
し
て
、
国
教
樹
立
条
項
違
反
な
ど
を
理
由

と
す
る
仮
差
止
命
令
の
発
給
を
申
し
立
て
た
。
裁
判
所
は
、
以
下
の
如
く
に
判
示
し
て
仮
差
止
命
令
の
発
給
を
認
め
た
。

　【
判
旨
概
要
】
仮
差
差
止
命
令
の
発
給
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
本
案
で
の
勝
訴
可
能
性
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

点
、
当
該
大
統
領
令
が
国
教
樹
立
条
項
に
適
合
す
る
か
否
か
を
判
断
す
る
に
あ
た
っ
て
、
最
高
裁
先
例
で
あ
る
い
わ
ゆ
る
レ
モ
ン
テ
ス
ト
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に
照
ら
し
て
、
ま
ず
当
該
措
置
が
、
世
俗
目
的
（secular purpose

）
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
（at 734. Lem

on v. 

Kurtzm
an, 403 U.S. 602 

（1971

）
を
引
用
）。
こ
の
点
、
政
府
は
、
本
件
大
統
領
令
の
目
的
は
、
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
に
よ
る
テ
ロ
行
為
を

防
止
す
る
た
め
の
安
全
保
障
上
の
理
由
で
あ
る
と
反
論
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
テ
ロ
リ
ス
ト
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
に
入
国
管
理
を
見

直
す
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
一
定
期
間
対
象
国
か
ら
の
入
国
を
停
止
す
る
必
要
が
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
し
か
し
、
本
件
で
提
出

さ
れ
た
証
拠
資
料
に
よ
る
と
、「
共
和
党
政
権
と
民
主
党
政
権
の
双
方
の
時
期
に
わ
た
っ
て
、
国
務
省
や
国
土
安
全
保
障
省
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
、

国
家
安
全
保
障
会
議
で
高
官
の
地
位
に
あ
っ
た
安
全
保
障
の
専
門
家
一
〇
人
か
ら
次
の
よ
う
な
声
明
が
出
さ
れ
て
い
る
」（at 729

）。
そ

の
声
明
に
よ
る
と
、
本
件
の
入
国
停
止
措
置
を
正
当
化
す
る
よ
う
な
安
全
保
障
上
の
脅
威
は
目
下
の
と
こ
ろ
存
在
し
て
い
な
い
。
ま
た
一

連
の
事
実
経
過
に
鑑
み
る
と
、「
本
件
大
統
領
令
が
、
安
全
保
障
上
の
合
理
的
根
拠
に
よ
っ
て
動
機
付
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
、
と
い

う
原
告Com

m
onw
ealth

側
の
主
張
に
理
由
が
あ
る
。
安
全
保
障
の
専
門
家
か
ら
の
声
明
で
述
べ
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
、
安
全
保
障
上

の
行
政
措
置
は
、
通
常
、
大
統
領
令
で
提
案
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
幅
広
い
経
験
を
備
え
て
い
る
専
門
家
た
る
行
政
官
（expert 

agencies

）
か
ら
の
種
々
の
見
識
を
得
て
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
。
し
か
し
本
件
で
は
、
そ
の
よ
う
な
熟
慮
検
討
の
プ
ロ
セ
ス

（deliberative process

） 

が
踏
ま
れ
た
と
す
る
証
拠
が
存
在
し
な
い
。
む
し
ろ
安
全
保
障
に
関
わ
る
大
統
領
配
下
の
高
官
が
不
意
を
突
か

れ
た
と
す
る
証
拠
が
存
在
し
て
い
る
」（at 736

）。
他
方
で
、
大
統
領
は
選
挙
期
間
中
に
「
ム
ス
リ
ム
を
全
面
的
か
つ
完
全
に
締
め
出

す
」（at 730

）
と
い
う
発
言
を
公
言
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
証
拠
資
料
に
照
ら
し
て
み
る
と
、
本
件
大
統
領
令
は
、
安
全
保
障
上
の
合
理

的
な
動
機
に
基
づ
く
こ
と
な
く
、
一
宗
教
集
団
を
劣
遇
す
る
意
図
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
国
教
樹
立
条
項
違
反
に
つ
き
本
案

で
の
勝
訴
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
仮
差
止
命
令
の
発
給
が
認
め
ら
れ
る
。

　【
評
釈
】
本
案
勝
訴
可
能
性
に
関
す
る
主
な
争
点
は
、
当
該
大
統
領
令
が
国
教
樹
立
条
項
に
違
反
す
る
か
ど
う
か
で
あ
っ
た
が
、
裁
判

所
の
審
査
は
、
レ
モ
ン
テ
ス
ト
に
お
け
る
目
的
審
査
要
件
を
検
討
す
る
の
み
で
結
審
し
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
即
ち
、
本
訴
で
の
最

大
の
関
心
事
は
、
当
該
入
国
停
止
措
置
が
、
真
摯
な
安
全
保
障
上
の
検
討
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
個
人
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の
イ
ス
ラ
ム
教
排
除
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
依
拠
し
た
も
の
だ
っ
た
の
か
、
に
置
か
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
点
、
裁
判
所
の
事
実
認

定
は
、
ム
ス
リ
ム
排
斥
に
係
る
大
統
領
個
人
の
発
言
等
を
参
照
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
行
政
機
関
内
部
で
安
全
保
障
上
の
専
門
家
と
の
熟

慮
検
討
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
点
に
注
目
し
、
こ
れ
を
差
別
的
意
図
の
認
定
と
結
び
付
け
た
。

　
⑵
　Int
’ l Refugee Assistance Project v. Trum

p, 241 F. Supp. 3d 539 （D. M
d. 2017

） 

　【
事
案
】
一
度
目
の
大
統
領
令
が
各
地
の
下
級
審
で
相
次
い
で
仮
差
止
命
令
を
受
け
た
後
、
大
統
領
は
、
二
〇
一
七
年
三
月
六
日
に
二

度
目
の
大
統
領
令
（Executive O

rder 13780

）
に
署
名
を
行
っ
た
。
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
地
方
裁
判
所
は
、
こ
の
二
度
目
の
大
統
領
令
に
つ
い

て
も
仮
差
止
命
令
の
発
給
を
認
め
た
。

　【
判
旨
概
要
】
本
件
大
統
領
令
は
、
一
度
目
の
大
統
領
令
と
同
様
に
原
則
九
〇
日
間
の
入
国
停
止
措
置
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
前

回
の
大
統
領
令
と
は
異
な
り
、
例
外
的
に
ビ
ザ
を
発
給
す
る
要
件
な
ど
を
明
文
化
し
、
就
業
や
就
学
な
ど
の
場
合
に
つ
い
て
個
別
の
審
査

に
よ
っ
て
例
外
的
に
入
国
停
止
措
置
を
解
除
す
る
仕
組
み
を
規
定
し
て
い
る
。
し
か
し
一
度
目
の
大
統
領
令
と
同
様
、「
指
定
国
の
国
民

の
入
国
を
包
括
的
に
禁
止
し
て
い
る
政
策
の
核
心
部
分
は
変
化
し
て
お
ら
ず
」（at 560

）、
前
回
と
同
様
、
国
教
樹
立
条
項
と
の
適
合
性

が
審
査
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
本
件
で
は
レ
モ
ン
テ
ス
ト
に
照
ら
し
て
、
大
統
領
令
の
目
的
が
世
俗
的
な
も
の
か
ど
う
か
を
検
討
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
、
政
府
は
、
本
件
大
統
領
令
が
、
安
全
保
障
の
た
め
に
発
出
さ
れ
た
も
の
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
し
か
し
、
大

統
領
は
か
ね
て
よ
り
ム
ス
リ
ム
の
排
斥
を
示
唆
す
る
発
言
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
ま
た
「
最
初
の
大
統
領
令
の
起
草
過
程
で
は
、
関
連
行

政
機
関
等
に
よ
る
行
政
内
部
で
の
審
査
（interagency review
） 
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
と
り
わ
け
、
国
務
省
や
国
防
省
、
司
法
省
、

国
土
安
全
保
省
と
の
協
議
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
」（at 545

）。「
証
拠
資
料
に
照
ら
す
と
、
安
全
保
障
上
の
目
的
は
、
入
国
禁
止
の
主

要
な
目
的
で
は
な
か
っ
た
と
強
く
推
認
さ
れ
る
。
第
一
に
、
一
回
目
の
大
統
領
令
で
入
国
禁
止
の
基
本
構
想
が
採
択
さ
れ
た
際
に
、
当
該

案
件
に
つ
い
て
通
常
行
わ
れ
る
よ
う
な
行
政
内
部
で
の
協
議
プ
ロ
セ
ス
は
踏
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
…
…
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
が
、
安
全
保

障
に
関
連
す
る
諸
機
関
か
ら
の
意
見
や
判
断
を
受
け
取
る
こ
と
な
く
、
極
め
て
異
例
の
手
順
で
入
国
禁
止
措
置
を
導
入
し
た
と
い
う
こ
と
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は
、
宗
教
上
の
目
的
が
主
要
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
」（at 562

）。
従
っ
て
、
本
件
大
統
領
令
は
、
レ
モ
ン
テ
ス
ト
の

世
俗
目
的
要
件
に
抵
触
す
る
可
能
性
（
本
案
勝
訴
可
能
性
）
が
あ
り
、
仮
差
止
命
令
の
発
給
が
認
め
ら
れ
る
。

　
⑶
　Int
’ l Refugee Assistance Project v. Trum

p, 857 F. 3d 554 （4
th Cir. 20

）
60
（17

）

　【
事
案
】
前
記
⑵
事
件
の
控
訴
審
で
も
、
仮
差
止
命
令
の
発
給
を
認
め
た
上
記
の
地
方
裁
判
所
の
判
断
が
維
持
さ
れ
た
。

　【
判
旨
概
要
】
政
府
は
、
二
回
目
の
大
統
領
令
は
、
ム
ス
リ
ム
を
劣
遇
す
る
目
的
で
発
出
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
テ
ロ
対
策
の
目
的

で
発
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
目
的
の
世
俗
性
を
否
認
し
た
地
方
裁
判
所
の
判
断
は
誤
っ
て
い
る
と
主
張
す
る
。
政
府
の
主
張
す
る

よ
う
に
、
入
国
管
理
は
伝
統
的
に
執
行
府
に
広
範
な
裁
量
が
委
ね
ら
れ
て
き
た
領
域
で
あ
り
、
執
行
府
の
判
断
に
司
法
敬
譲
が
与
え
ら
れ

る
の
が
原
則
で
あ
る
。
そ
の
た
め
裁
判
所
の
審
査
は
原
則
と
し
て
、「
争
わ
れ
て
い
る
行
為
が
文
面
上
正
当
で
あ
り
、
信
憑
性
が
あ
る

（bona fide

）」（at 590

）
の
か
ど
う
か
に
限
定
さ
れ
る
（Kleindienst v. M

andel, 408 U.S. 753 

（1972

）
を
引
用
）。
も
っ
と
も
、
こ
の
信

憑
性
の
要
件
を
充
た
す
た
め
に
は
、「
政
府
が
当
該
措
置
を
誠
実
に
（in good faith

）
講
じ
た
」
と
い
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
仮
に
不
真

正
性
の
徴
憑
（show

ing of bad faith

）
が
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
裁
判
所
は
、「
文
面
上
正
当
と
さ
れ
る
根
拠
を
精
査
す
る
た
め
に
当

該
措
置
の
真
相
を
審
査
（look behind

）
し
」、
レ
モ
ン
テ
ス
ト
に
照
ら
し
て
目
的
の
世
俗
性
を
審
査
す
る
（at 590, 590 -591

）。

　
大
統
領
令
の
目
的
が
テ
ロ
対
策
だ
と
す
る
政
府
の
主
張
の
信
憑
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
こ
の
点
、
政
府
の
主
張
の
信
憑
性
を
疑
わ
せ

る
証
拠
が
原
告
か
ら
提
出
さ
れ
て
い
る
。
第
一
に
、
大
統
領
は
ム
ス
リ
ム
を
排
除
す
る
旨
の
発
言
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
第
二
に
、「
原

告
は
、
二
回
目
の
大
統
領
令
が
、
安
全
保
障
上
の
問
題
と
関
連
し
て
い
る
こ
と
を
相
対
的
に
疑
わ
せ
る
よ
う
証
拠
を
提
出
し
て
い
る
。
そ

う
し
た
証
拠
の
な
か
に
は
、
意
思
決
定
の
プ
ロ
セ
ス
か
ら
安
全
保
障
関
連
の
行
政
機
関
を
排
除
し
た
こ
と
や
、
安
全
保
障
を
理
由
と
し
た

説
明
が
後
付
け
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
二
回
目
の
大
統
領
令
が
、
潜
在
的
な
テ
ロ
活
動
の
脅
威
を
抑
止
す
る
よ
う
に
は
機
能

し
て
い
な
い
と
の
国
土
安
全
保
障
省
か
ら
出
た
証
拠
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
証
拠
に
照
ら
す
と
、
二
回
目
の
大
統
領
令
の
目
的
と

し
て
主
張
さ
れ
て
い
る
安
全
保
障
上
の
利
益
は
、
宗
教
的
な
目
的
の
隠
れ
蓑
と
し
て
主
張
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
主
張
に
は
信
憑
性
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が
な
い
、
と
す
る
原
告
の
主
張
は
確
か
ら
し
い
も
の
と
認
定
で
き
る
」（at 591 -592

）。

　
次
に
目
的
の
世
俗
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
第
一
に
、
大
統
領
は
ム
ス
リ
ム
を
排
除
す
る
旨
の
発
言
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
第
二
に
、

「
二
回
目
の
大
統
領
令
の
目
的
が
安
全
保
障
と
関
連
し
て
い
る
と
の
政
府
の
主
張
は
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
、
関
連
す
る
行
政
機
関
と
協

議
す
る
こ
と
な
く
一
回
目
の
大
統
領
令
を
発
出
し
た
と
い
う
証
拠
か
ら
す
る
と
、
疑
わ
し
い
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
国
家
安
全
保
障
省
の

内
部
文
書
は
、
安
全
保
障
上
の
理
由
か
ら
大
統
領
令
を
正
当
化
す
る
説
明
と
は
整
合
し
て
い
な
い
。
或
る
内
部
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
海
外

で
生
ま
れ
合
衆
国
に
滞
在
す
る
暴
力
的
な
過
激
派
は
、
合
衆
国
に
入
国
し
て
か
ら
数
年
後
に
過
激
性
を
増
す
こ
と
が
多
く
、
そ
の
た
め
、

入
国
管
理
を
審
査
す
る
行
政
官
が
、
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
そ
う
し
た
人
物
の
入
国
を
予
防
す
る
能
力
に
は
限
界
が
あ
る
。
安
全
保
障
分

野
に
従
事
し
て
い
た
元
行
政
官
た
ち
の
証
言
に
よ
る
と
、
こ
こ
四
〇
年
間
合
衆
国
で
は
当
該
六
か
国
の
市
民
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
人
が
テ

ロ
攻
撃
の
犠
牲
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
か
つ
、
こ
れ
ら
の
国
が
基
に
な
っ
て
生
じ
る
新
し
い
安
全
保
障
の
リ
ス
ク
を
示
す
証
拠

が
な
い
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
大
統
領
令
二
条
⒞
は
正
当
な
安
全
保
障
上
の
目
的
を
促
進
す
る
も
の
で
は
な
い
」（at 596

）。
こ
れ
ら
の
証

拠
に
照
ら
す
と
、
本
件
大
統
領
令
の
真
の
目
的
は
ム
ス
リ
ム
の
排
斥
に
あ
る
と
い
え
、
レ
モ
ン
テ
ス
ト
の
世
俗
目
的
の
要
件
に
抵
触
す
る

可
能
性
（
本
案
勝
訴
可
能
性
）
が
あ
り
、
仮
差
止
命
令
の
発
給
が
認
め
ら
れ
る
。

2　

下
級
審
裁
判
例
の
特
徴
と
そ
の
後
の
影
響

　
こ
こ
ま
で
、
入
国
制
限
令
に
対
し
て
仮
差
止
命
令
を
発
給
し
た
裁
判
例
を
瞥
見
し
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
に
共
通
す
る
も
の
と
し
て
次
の

よ
う
な
特
徴
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち
、
一
連
の
下
級
審
で
は
、
執
行
府
内
部
で
の
専
門
家
と
の
協
議
が
ス
キ
ッ
プ
さ
れ
、
大

統
領
の
み
で
独
断
的
に
政
策
決
定
が
断
行
さ
れ
た
と
い
う
事
実
が
敢
え
て
強
調
さ
れ
る
こ
と
で
、
一
連
の
入
国
禁
止
措
置
が
、
安
全
保
障

に
関
わ
る
真
摯
な
検
討
か
ら
由
来
し
た
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
大
統
領
個
人
の
ム
ス
リ
ム
排
除
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
よ
っ
て
動
機
付
け

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
炙
り
出
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
決
め
手
と
な
っ
て
仮
差
止
命
令
が
発
給
さ
れ
て
い
る
。
や
や
踏
み
込
ん
で
い
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え
ば
、
執
行
府
内
部
で
の
審
議
検
討
が
踏
ま
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
判
断
過
程
の
瑕
疵
と
し
て
評
価
さ
れ
、
か
か
る
評
価
を
媒
介
と
し
な
が

ら
、
目
的
の
正
当
性
や
そ
の
信
憑
性
が
否
定
的
に
推
認
さ
れ
、
そ
の
結
果
（
あ
く
ま
で
も
本
案
勝
訴
可
能
性
の
判
断
の
な
か
で
は
あ
る
が
）、
レ

モ
ン
テ
ス
ト
に
お
け
る
目
的
の
世
俗
性
が
否
定
さ
れ
、
或
い
は
根
拠
法
律
と
の
適
合
性
が
否
定
さ
れ
）
61
（
た
。

　
こ
う
し
た
判
断
手
法
は
、
特
に
一
回
目
の
入
国
制
限
令
に
つ
い
て
メ
ッ
ツ
ガ
ー
が
評
釈
し
て
い
る
よ
う
に
、「
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
最

初
の
ト
ラ
ベ
ル
・
バ
ン
を
綿
密
に
審
査
す
る
に
あ
た
り
、
執
行
府
で
通
常
行
わ
れ
る
内
部
的
審
査
が
欠
如
し
て
い
る
点
を
強
調
し
）
62
（
た
」
も

の
で
あ
り
、
職
業
公
務
員
を
主
な
担
い
手
と
す
る
内
部
的
チ
ェ
ッ
ク
の
仕
組
み
を
、
司
法
審
査
を
通
じ
て
維
持
強
化
し
よ
う
と
し
た
試
み

と
し
て
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
も
っ
と
も
、
こ
こ
で
メ
ッ
ツ
ガ
ー
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
一
連
の
仮
差
止
命
令
が
、
実
際
に
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
独
断
的
な
行
政

運
営
の
あ
り
方
に
変
化
を
も
た
ら
し
た
と
い
え
る
か
ど
う
か
は
、
別
途
慎
重
な
検
討
を
必
要
と
す
る
。
こ
こ
で
は
仮
差
止
命
令
後
の
政
権

側
の
対
応
と
最
高
裁
の
反
応
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　
ま
ず
仮
差
止
命
令
を
受
け
た
後
の
政
権
側
の
対
応
を
み
る
と
、
大
統
領
は
、
各
地
で
仮
差
止
命
令
が
続
出
し
て
い
る
事
態
に
対
応
す
る

た
め
に
、
大
統
領
令
を
改
変
す
る
よ
う
に
迫
ら
れ
た
。
実
際
、
三
月
六
日
付
け
で
発
出
さ
れ
た
二
回
目
の
大
統
領
令
で
は
、
裁
判
所
の
懸

念
（judicial concern

）
に
備
え
て
、
入
国
制
限
の
適
用
を
免
除
す
る
例
外
規
定
を
明
文
で
詳
細
化
す
る
旨
が
宣
言
さ
れ
た
。
実
際
、 

就
業

や
就
学
を
目
的
と
す
る
場
合
に
個
別
の
審
査
を
通
じ
て
例
外
的
に
入
国
禁
止
措
置
を
解
除
で
き
る
例
外
規
定
が
創
設
さ
れ
、
さ
ら
に
、
入

国
禁
止
措
置
を
適
正
に
運
用
す
る
た
め
に
関
係
省
庁
間
で
全
体
調
整
を
行
い
、
そ
の
た
め
に
適
宜
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
報
告
書
を
作
成
す
る

べ
き
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。

　
確
か
に
、
こ
う
し
た
新
し
い
入
国
審
査
の
仕
組
み
が
、「
官
僚
的
運
用
（bureaucratic operation

）」
と
し
て
実
際
に
機
能
し
て
い
た
の

か
ど
う
か
は
、
そ
の
後
の
裁
判
例
で
も
争
い
に
な
り
、
下
級
審
で
は
再
び
仮
差
止
命
令
が
発
給
さ
れ
て
い
）
63
（

る
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
、

最
高
裁
は
、
二
回
目
の
入
国
制
限
令
の
仕
組
み
を
基
本
的
に
踏
襲
し
た
三
回
目
の
入
国
制
限
令
（Proclam

ation 9645

）
に
つ
い
て
、
新
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し
い
入
国
審
査
の
仕
組
み
で
は
「
複
数
の
閣
僚
や
行
政
機
関
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
調
査
プ
ロ
セ
ス
の
結
果
が
反
映
さ
れ
て
い
）
64
（
る
」
と
の
評

価
を
示
し
、
結
論
と
し
て
入
国
制
限
令
を
合
憲
合
法
と
判
断
し
て
い
る
。

　
勿
論
、
こ
の
最
高
裁
判
決
自
体
を
批
判
的
に
吟
味
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
、
下
級
審
で
の
仮
差
止
命
令
が
一
つ
の
サ
ン
ク

シ
ョ
ン
と
な
っ
て
、
執
行
府
内
部
に
関
係
省
庁
間
の
連
携
の
仕
組
み
が
制
度
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
当
初
の
入
国
禁

止
措
置
が
一
定
程
度
沈
静
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
え
る
。

3　

メ
ッ
ツ
ガ
ー
の
司
法
審
査
再
定
位
論

　
こ
こ
ま
で
本
稿
は
、
メ
ッ
ツ
ガ
ー
が
引
用
し
た
裁
判
例
だ
け
で
は
な
く
、
関
連
す
る
裁
判
例
も
ひ
ろ
く
検
討
し
、
下
級
審
の
全
体
像
の

把
握
に
努
め
て
き
た
。
約
言
す
る
と
、
下
級
審
に
お
い
て
仮
差
止
命
令
が
相
次
い
で
発
給
さ
れ
た
理
由
は
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
独
断
的

な
政
治
主
導
を
強
行
し
、
執
行
府
内
部
で
の
専
門
家
と
の
協
議
や
内
部
的
チ
ェ
ッ
ク
を
ス
キ
ッ
プ
し
た
た
め
、
こ
う
し
た
判
断
過
程
の
瑕

疵
が
間
接
的
な
証
拠
と
な
っ
て
、
一
連
の
入
国
禁
止
措
置
が
、
安
全
保
障
に
関
わ
る
真
摯
な
検
討
か
ら
由
来
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
ず
、

そ
の
結
果
、
根
拠
法
令
の
要
件
充
足
性
が
否
定
さ
れ
、
或
い
は
目
的
の
正
当
性
（
世
俗
性
）
が
否
定
さ
れ
た
点
に
あ
っ
た
。
こ
の
点
、
憲

法
学
者
の
レ
ナ
ン
（D. Renan

）
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
一
連
の
裁
判
例
は
、「
事
実
に
よ
る
裏
付
け
を
得
て
吟
味
さ
れ
た
大
統
領

の
判
断
が
欠
落
し
て
い
る
点
に
注
目
し
な
が
ら
」、「
行
政
機
関
相
互
か
ら
の
情
報
の
や
り
取
り
を
促
進
し
、
信
頼
で
き
る
デ
ー
タ
を
産
出

す
る
制
度
プ
ロ
セ
ス
を
、
大
統
領
が
台
無
し
に
し
た
点
を
強
調
」
し
、
こ
れ
を
決
め
手
に
仮
差
止
命
令
を
認
め
た
も
の
で
あ
）
65
（
る
。

　
一
連
の
仮
差
止
命
令
は
、
執
行
府
内
部
で
の
専
門
職
員
と
の
協
議
検
討
を
無
視
し
た
大
統
領
の
専
制
性
を
糾
弾
し
た
も
の
と
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点
、
メ
ッ
ツ
ガ
ー
は
、
入
国
制
限
令
に
係
る
同
種
の
裁
判
例
を
引
用
し
な
が
ら
、
特
に
職
業
公
務
員
の
役
割
に
注

目
し
、
そ
こ
か
ら
次
の
よ
う
な
司
法
審
査
基
準
論
が
汲
み
出
さ
れ
得
る
と
指
摘
し
て
い
）
66
（
る
。
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裁
判
所
は
、
身
分
の
保
障
さ
れ
た
職
業
公
務
員
ス
タ
ッ
フ
の
反
対
（objection

）
を
飛
び
越
え
て

―
ま
た
は
、
行
政
内
部
で
の
協
議
や
審
査
な

し
で
（w

ithout internal adm
inistrative consultations and review

s

）
―
な
さ
れ
た
決
定
に
は
高
め
ら
れ
た
司
法
審
査
が
適
用
さ
れ
る
と
い

う
シ
グ
ナ
ル
を
送
る
こ
と
で
、
内
的
チ
ェ
ッ
ク
を
促
進
強
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
こ
で
メ
ッ
ツ
ガ
ー
は
、
前
章
で
紹
介
し
た
職
業
公
務
員
制
の
憲
法
的
機
能
に
留
意
し
な
が
ら
、
入
国
制
限
令
に
係
る
裁
判
例
を
参
考

に
し
つ
つ
こ
れ
を
読
み
替
え
、
新
し
い
司
法
審
査
の
規
準
を
提
示
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
。
即
ち
こ
こ
で
は
、
職
業
公
務
員
が
憲
法
上
一

定
の
役
割
や
機
能

―O
bjection: 

対
抗
性
の
契
機
、
大
統
領
の
党
派
性
に
左
右
さ
れ
ず
に
行
政
の
合
理
性
を
確
保
す
る
機
能
。

Consultation: 

協
働
性
の
契
機

―
を
担
う
べ
き
で
あ
る
と
の
憲
法
解
釈
論
を
前
提
と
し
な
が
ら
、
そ
れ
が
大
統
領
に
よ
っ
て
踏
み
に

じ
ら
れ
た
場
合
に
、
裁
判
所
が
か
か
る
機
能
を
復
元
さ
せ
、
執
行
府
内
部
で
の
抑
制
と
均
衡
を
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
す
る
役
割
を
担
う
べ
き
だ

と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。

　
既
述
の
よ
う
に
、
メ
ッ
ツ
ガ
ー
は
、
憲
法
上
職
業
公
務
員
が
、
大
統
領
の
独
断
性
や
専
制
主
義
を
内
側
か
ら
抑
制
す
る
役
割
を
担
う
べ

き
も
の
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
。
そ
し
て
メ
ッ
ツ
ガ
ー
は
、
か
か
る
職
業
公
務
員
の
役
割
を
、
あ
る
べ
き
政
策
形
成
プ
ロ
セ
ス
と
し
て

再
構
成
し
、
こ
れ
を
司
法
審
査
の
規
準
に
も
接
続
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
。
な
お
こ
こ
で
い
う
高
め
ら
れ
た
司
法
審
査
の
意
味
は
そ
れ
自

体
判
然
と
し
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
上
記
の
一
連
の
裁
判
例
を
踏
ま
え
る
と
、
次
の
よ
う
に
善
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
つ
ま
り
、
職

業
公
務
員
を
主
な
担
い
手
と
す
る
内
部
的
チ
ェ
ッ
ク
と
協
働
の
プ
ロ
セ
ス
が
迂
回
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
れ
は
判
断
過
程
の
瑕
疵
と
評
価

さ
れ
、
目
的
の
正
当
性
を
否
認
す
る
間
接
証
拠
と
し
て
援
用
さ
れ
得
る
。

㈢
　
メ
ッ
ツ
ガ
ー
の
所
説
の
批
判
的
検
討

　
本
節
で
は
、
①
メ
ッ
ツ
ガ
ー
の
司
法
審
査
論
と
②
誠
実
執
行
条
項
解
釈
を
、
批
判
的
に
検
討
す
る
。
①
に
つ
い
て
は
、
メ
ッ
ツ
ガ
ー
の
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司
法
審
査
論
の
全
体
を
俯
瞰
し
た
う
え
で
、
そ
の
理
論
体
系
の
な
か
で
先
述
の
判
断
過
程
統
制
の
手
法
が
如
何
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る

の
か
を
分
析
す
る
。

1　

メ
ッ
ツ
ガ
ー
の
司
法
審
査
論

　
執
行
府
内
部
の
抑
制
均
衡
を
保
全
す
る
観
点
か
ら
司
法
審
査
の
役
割
を
見
直
す
べ
き
だ
と
の
メ
ッ
ツ
ガ
ー
の
主
張
は
、
二
〇
〇
九
年
の

論
文
で
初
め
て
提
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
メ
ッ
ツ
ガ
ー
は
、「
職
業
公
務
員
ス
タ
ッ
フ
や
行
政
内
部
の
専
門
家
の
反
対
を
押
し
切
っ
て

判
断
が
行
わ
れ
た
と
い
う
証
拠
は
、
し
ば
し
ば
よ
り
厳
格
な
司
法
審
査
の
引
き
金
と
な
）
67
（

る
」
と
述
べ
て
お
り
、
か
か
る
見
解
の
例
示
と
し

て
、State Farm

判
決
を
引
用
し
て
い
る
。
同
判
決
は
、
司
法
審
査
の
基
準
と
し
て
、「
行
政
機
関
の
専
門
性
の
産
物
」
と
い
え
る
程
度

に
「
十
分
な
根
拠
と
説
）
68
（

明
」
が
提
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
判
示
し
た
先
例
で
あ
る
。
こ
の
点
、
メ
ッ
ツ
ガ
ー
は
、
同
判
決
が
、
政

権
交
代
等
に
よ
っ
て
規
則
内
容
が
変
更
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
そ
の
変
更
に
「
合
理
的
な
分
）
69
（
析
」
が
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
説

示
し
て
い
た
点
に
注
目
し
、
同
判
決
の
法
理
の
な
か
に
、
執
行
府
内
部
の
抑
制
均
衡
を
保
全
す
る
働
き
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

さ
ら
に
メ
ッ
ツ
ガ
ー
は
、
二
〇
〇
九
年
の
論
文
の
な
か
で
Ｅ
Ｐ
Ａ
判
決
（
本
稿
一
章
三
節
参
照
）
に
も
言
及
し
て
い
る
。
同
判
決
は
、
排

気
ガ
ス
を
規
制
す
る
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
権
限
（
不
行
使
）
が
合
法
で
あ
る
た
め
に
は
、
科
学
的
根
拠
の
提
示
が
必
要
で
あ
る
旨
を
説
示
し
た
も
の

で
あ
る
。
メ
ッ
ツ
ガ
ー
に
よ
れ
ば
、
同
判
決
は
科
学
的
根
拠
を
要
求
す
る
こ
と
で
行
政
内
部
の
専
門
家
に
力
添
え
を
与
え
、「
行
政
を
政

治
化
し
大
統
領
が
過
度
に
行
政
を
主
導
す
る
こ
と
か
ら
行
政
機
関
を
遠
ざ
け
る
よ
う
に
仕
向
け
）
70
（
る
」
意
義
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
メ
ッ
ツ
ガ
ー
は
、
執
行
府
内
部
の
抑
制
均
衡
を
保
全
す
る
観
点
か
らState Farm

判
決
を
再
評
価
し
、
既
存
の
判
例

法
理
の
な
か
か
ら
新
し
い
司
法
審
査
の
規
準
（
執
行
府
内
部
の
抑
制
均
衡
と
司
法
審
査
と
の
相
互
補
完
性
）
を
再
構
築
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
。

こ
う
し
た
姿
勢
は
、
マ
イ
ケ
ル
ズ
の
司
法
審
査
論
と
も
共
鳴
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
即
ち
マ
イ
ケ
ル
ズ
も
、State Farm

判
決
が
、
執
行

府
内
部
の
抑
制
均
衡
を
保
全
す
る
働
き
を
持
つ
こ
と
に
注
目
し
た
う
え
で
、「
行
政
内
部
の
権
力
分
立
が
崩
壊
し
そ
れ
が
短
期
間
で
変
更
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さ
れ
た
」
場
合
に
は
、
裁
判
所
は
、Chevron

敬
譲
の
適
用
を
取
り
止
め
、State Farm

型
の
ハ
ー
ド
ル
ッ
ク
を
適
用
す
る
べ
き
だ
と
主

張
し
て
い
）
71
（

る
。
も
っ
と
も
既
に
み
た
よ
う
に
、
メ
ッ
ツ
ガ
ー
の
司
法
審
査
論
は
、
入
国
制
限
令
に
係
る
裁
判
例
を
参
考
に
す
る
こ
と
で
、

判
断
過
程
統
制
と
い
う
新
し
い
視
座
も
加
味
さ
れ
て
い
る
。
彼
女
は
、
職
業
公
務
員
が
独
自
の
憲
法
的
機
能
（
内
部
的
チ
ェ
ッ
ク
や
協
働
プ

ロ
セ
ス
）
を
果
た
す
べ
き
こ
と
を
根
拠
に
、
か
か
る
プ
ロ
セ
ス
を
司
法
審
査
に
よ
っ
て
間
接
的
に
補
強
す
る
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
大
統
領
が
内
部
的
チ
ェ
ッ
ク
と
協
働
の
プ
ロ
セ
ス
を
迂
回
し
た
場
合
に
、
か
か
る
判
断
過
程
の
瑕
疵
を
司
法
審
査
の
規
準

と
結
び
付
け
る
こ
と
で
、
裁
判
所
が
、
執
行
府
内
部
の
抑
制
均
衡
を
維
持
強
化
す
る
方
途
を
提
示
し
て
い
る
。
但
し
メ
ッ
ツ
ガ
ー
の
司
法

審
査
論
に
は
課
題
も
多
い
。
第
一
に
、
既
に
触
れ
た
よ
う
に
、
仮
差
止
命
令
を
発
給
し
た
下
級
審
の
判
断
過
程
統
制
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、

最
高
裁
で
は
有
効
に
機
能
し
な
か
っ
た
。
こ
の
背
景
に
は
、
移
民
問
題
に
つ
き
広
範
な
政
治
裁
量
が
認
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
が
関
係
し
て

い
る
他
、
下
級
審
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
ど
こ
ま
で
汎
用
性
の
あ
る
判
断
手
法
な
の
か
も
不
分
明
で
あ
る
。
第
二
に
、
職
業
公
務
員
の
役
割
に

の
み
注
目
す
る
の
は
視
野
狭
窄
で
あ
る
。
執
行
府
内
部
の
判
断
プ
ロ
セ
ス
は
、〈
大
統
領
＝
政
治
任
用
職
対
職
業
公
務
員
〉
の
二
項
対
立

で
単
純
化
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
な
か
に
は
諮
問
委
員
会
な
ど
の
別
の
ア
ク
タ
ー
も
介
在
し
て
い
る
。
現
状
、
メ
ッ
ツ
ガ
ー
の
議

論
は
こ
れ
ら
の
点
に
対
す
る
目
配
り
が
効
い
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
第
三
に
、
メ
ッ
ツ
ガ
ー
は
、
ハ
ー
ド
ル
ッ
ク
や
判
断
過
程
統
制
の

手
法
を
活
用
し
な
が
ら
、
執
行
府
内
部
の
抑
制
均
衡
を
維
持
強
化
す
る
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
し
か
し
な
ぜ
裁
判
所
が
そ
の
よ
う
な

任
務
を
担
う
べ
き
な
の
か
に
つ
い
て
、
必
ず
し
も
そ
の
根
拠
が
詰
め
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
課
題
を
克
服
す
る
た
め
に
は
行
政
法
学
の
知

見
を
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

2　

誠
実
執
行
条
項
の
解
釈
論

　
メ
ッ
ツ
ガ
ー
は
、
誠
実
執
行
条
項
か
ら
執
行
適
格
の
観
念
を
導
き
出
し
、
そ
こ
か
ら
職
業
公
務
員
制
を
導
出
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
。

し
か
し
か
か
る
見
解
は
、
誠
実
執
行
条
項
の
解
釈
論
と
し
て
は
ほ
ぼ
独
自
説
と
い
っ
て
も
よ
い
も
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
、
そ
の
客
観
的
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妥
当
性
が
慎
重
に
吟
味
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
従
来
の
諸
説
を
確
認
す
る
と
、「
大
統
領
は
法
が
誠
実
に
執
行
さ
れ
る
よ

う
に
留
意
（take care

）
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
る
合
衆
国
憲
法
二
条
三
節
に
つ
い
て
は
、
法
の
誠
実
執
行
を
担
保
す
る
た
め

に
大
統
領
が
行
政
各
部
を
指
揮
監
督
す
る
権
限
を
持
つ
こ
と
を
定
め
た
条
文
と
し
て
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、O

pinion Clause

（
合

衆
国
憲
法
二
条
二
節
一
項
）
と
並
ん
で
、
大
統
領
の
指
揮
監
督
権
の
根
拠
条
文
と
し
て
援
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
）
72
（

い
。
さ
ら
に
近
年
で
は
、
誠

実
執
行
条
項
か
ら
「
違
憲
な
法
令
を
無
視
す
る
大
統
領
の
権
限
な
い
し
責
務
」
が
導
出
さ
れ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
も
活
発
な
議
論
が
展

開
さ
れ
て
い
）
73
（
る
。
た
だ
少
な
く
と
も
、
判
例
上
、
誠
実
執
行
条
項
は
、
法
律
の
執
行
を
停
止
す
る
大
統
領
の
権
限
を
否
定
し
、
大
統
領
に

対
し
て
議
会
制
定
法
の
忠
実
な
執
行
を
求
め
る
も
の
と
解
さ
れ
て
い
）
74
（

る
。

　
本
稿
で
は
、
誠
実
執
行
条
項
に
関
わ
る
こ
れ
ら
の
学
説
を
全
て
詳
述
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
少
な
く
と
も
上
記
の
概
観
に
よ
っ
て

メ
ッ
ツ
ガ
ー
の
見
解
が
目
新
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
誠
実
執
行
条
項
の
歴
史
的
起
源
を
再
検

討
す
る
二
〇
一
九
年
の
論
文
に
よ
る
と
、
誠
実
執
行
条
項
は
、
法
執
行
に
一
定
の
質
（
公
平
無
私
・
適
切
性
・
熟
練
性
・
善
良
性
）
を
要
求

す
る
条
文
で
あ
る
と
さ
れ
）
75
（

る
。
本
稿
は
、
誠
実
執
行
条
項
の
文
意
や
原
意
を
丹
念
に
遡
れ
ば
メ
ッ
ツ
ガ
ー
の
見
解
を
説
得
的
に
基
礎
付
け

る
こ
と
も
で
き
る
と
考
え
て
い
る
が
、
本
格
的
な
検
討
は
他
日
を
期
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
こ
で
は
、
誠
実
執
行
条
項
の
文
意
や
原
意
に

注
意
し
な
が
ら
メ
ッ
ツ
ガ
ー
の
議
論
を
補
強
す
る
見
解
と
し
て
、
フ
リ
ー
マ
ン
＝
ジ
ェ
イ
コ
ブ
ス
の
所
説
を
紹
介
す
る
に
留
め
た
い
。

　
彼
ら
に
よ
る
と
、
誠
実
執
行
条
項
（
法
を
誠
実
に
執
行
す
る
よ
う
に
留
意
す
る
大
統
領
の
義
務
）
の
文
意
や
原
意
の
な
か
に
は
、「
法
が
公
正

か
つ
能
率
的
に
実
現
さ
れ
、
そ
の
遂
行
に
過
誤
が
な
い
よ
う
に
す
る
大
統
領
の
義
務
」
と
い
っ
た
内
容
が
含
ま
れ
て
お
り
、
か
か
る
義
務

を
遂
行
す
る
た
め
に
は
、
メ
ッ
ツ
ガ
ー
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
効
率
的
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
実
現
す
る
た
め
に
一
定
の
行
政
能
率
が
憲

法
上
要
請
さ
れ
）
76
（
る
。
そ
の
う
え
で
、
フ
リ
ー
マ
ン
＝
ジ
ェ
イ
コ
ブ
ス
は
、
ペ
ン
ド
ル
ト
ン
法
を
起
源
と
す
る
職
業
公
務
員
制
が
、
ス
ポ
イ

ル
ズ
・
シ
ス
テ
ム
の
弊
害
を
抑
え
る
こ
と
で
行
政
の
官
僚
的
合
理
性
を
支
え
、
大
統
領
の
恣
意
や
独
断
性
を
抑
制
す
る
働
き
を
果
た
し
て

き
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
）
77
（
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
誠
実
執
行
条
項
か
ら
職
業
公
務
員
制
を
導
出
す
る
メ
ッ
ツ
ガ
ー
の
解
釈
論
は
、
誠
実
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執
行
条
項
の
文
理
解
釈
と
し
て
可
能
な
見
解
の
一
つ
と
し
て
理
解
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

四
　
結

　
こ
こ
ま
で
本
稿
は
、
メ
ッ
ツ
ガ
ー
の
「
行
政
府
内
に
お
け
る
権
力
分
立
」
論
を
検
討
し
て
き
た
。
彼
女
は
、
職
業
公
務
員
制
度
が
、
抑

制
均
衡
や
法
の
支
配
な
ど
の
憲
法
的
価
値
を
支
え
る
制
度
体
と
し
て
機
能
し
て
き
た
実
態
に
注
目
し
た
う
え
で
、
同
制
度
が
誠
実
執
行
条

項
に
基
づ
く
憲
法
的
要
請
で
あ
る
と
解
釈
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
彼
女
は
、
入
国
制
限
令
に
係
る
裁
判
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
上
記

の
職
業
公
務
員
の
機
能
を
維
持
強
化
す
る
仕
組
み
と
し
て
司
法
審
査
の
役
割
を
再
定
位
す
る
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

大
統
領
の
独
断
的
な
政
治
主
導
が
強
行
さ
れ
、
執
行
府
内
部
で
の
チ
ェ
ッ
ク
と
協
働
の
プ
ロ
セ
ス
が
迂
回
さ
れ
た
場
合
に
は
、
裁
判
所
は
、

執
行
府
内
部
の
抑
制
均
衡
を
復
元
さ
せ
る
役
割
を
担
う
べ
き
だ
と
解
さ
れ
て
い
る
。

　
本
稿
で
は
ま
ず
、
メ
ッ
ツ
ガ
ー
の
問
題
意
識
を
適
切
な
文
脈
で
理
解
す
る
た
め
に
、
彼
女
が
批
判
し
よ
う
と
し
た
実
定
制
度
の
現
状
を

実
証
的
に
理
解
す
る
こ
と
に
努
め
て
き
た
。
大
統
領
の
指
揮
監
督
権
に
関
す
る
現
行
の
実
定
制
度
の
原
点
を
提
示
し
た
の
は
、
ブ
ラ
ウ
ン

ロ
ー
委
員
会
報
告
書
で
あ
っ
た
。
同
報
告
書
は
、
官
房
組
織
・
人
事
・
政
策
調
整
の
各
局
面
で
大
統
領
の
指
揮
監
督
権
を
強
化
す
る
よ
う

に
提
言
す
る
一
方
、
行
政
の
能
率
性
を
実
現
す
る
た
め
に
は
職
業
公
務
員
制
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
論
じ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て

同
報
告
書
で
は
、
大
統
領
と
職
業
公
務
員
の
機
能
分
化
を
前
提
に
、
大
統
領
の
指
揮
監
督
権
が
、
行
政
全
体
で
の
総
合
調
整
や
協
議
検
討

を
前
提
に
す
る
作
用
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
、
大
統
領
単
独
の
独
断
的
な
政
治
主
導
を
正
当
化
す
る
言
説
で
は
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
そ
の
後
の
行
政
改
革
で
は
、
官
僚
機
構
の
政
治
化
が
進
行
し
、
大
統
領
の
独
断
主
義
が
加
速
し
た
結
果
、
行
政
の
専
門
性
や
合
理
性

が
浸
食
さ
れ
る
事
態
が
顕
在
化
し
た
。
一
方
、
か
か
る
事
態
に
批
判
的
な
態
度
を
採
っ
た
の
が
、
メ
ッ
ツ
ガ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
「
行
政

府
内
に
お
け
る
権
力
分
立
」
論
の
陣
営
で
あ
る
。
メ
ッ
ツ
ガ
ー
は
、
ペ
ン
ド
ル
ト
ン
法
の
制
定
以
降
、
執
行
作
用
の
専
門
性
（
行
政
）
を
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支
え
る
仕
組
み
と
し
て
職
業
公
務
員
制
が
採
用
さ
れ
て
き
た
点
に
留
意
し
た
う
え
で
、
規
範
的
な
観
点
か
ら
、
職
業
公
務
員
制
の
憲
法
的

機
能
を
明
確
化
し
、
職
業
公
務
員
を
大
統
領
に
対
す
る
カ
ウ
ン
タ
ー
・
バ
ラ
ン
ス
と
し
て
位
置
付
け
よ
う
と
試
み
て
い
る
。
メ
ッ
ツ
ガ
ー

に
よ
れ
ば
、
職
業
公
務
員
制
は
、
①
行
政
の
能
率
性
・
専
門
性
（
執
行
適
格
な
い
し
機
関
適
正
）、
②
執
行
府
内
部
で
の
抑
制
均
衡
（
政
治
的

党
派
性
の
抑
止
）、
③
政
治
任
用
職
と
の
協
働
（
組
織
分
化
を
前
提
と
し
た
協
働
）
と
い
っ
た
三
つ
の
憲
法
的
機
能
を
担
う
べ
き
も
の
と
解
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、
メ
ッ
ツ
ガ
ー
は
、
政
治
と
行
政
の
機
能
分
化
を
説
い
た
ラ
ン
デ
ィ
ス
の
議
論
に
依
拠
し
な
が
ら
、
大
統
領
の

政
治
的
党
派
性
に
左
右
さ
れ
な
い
行
政
の
合
理
性
（
法
の
支
配
）
を
確
保
す
る
た
め
に
、
憲
法
上
、
職
業
公
務
員
制
が
要
請
さ
れ
る
も
の

と
解
釈
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
専
門
家
集
団
と
し
て
の
公
務
員
を
創
出
す
る
た
め
に
、
能
力
主
義
に
基
づ
く
人
事
制
度
を
確
立
し
、

党
派
的
判
断
に
基
づ
く
任
用
措
置
を
禁
止
す
る
こ
と
で
、professional netw

ork

に
基
づ
く
人
的
集
団
を
涵
養
す
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
る
。

（
1
）  

参
照
、
佐
藤
幸
治
『
日
本
国
憲
法
と
「
法
の
支
配
」』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
二
）。

（
2
）  

参
照
、
嶋
田
博
子
『
政
治
主
導
下
の
官
僚
の
中
立
性
』（
慈
学
社
出
版
、
二
〇
二
〇
）、
山
本
龍
彦
「
政
官
関
係
と
司
法
に
つ
い
て
の
覚
書
」
判

時
二
三
七
二
号
（
二
〇
一
八
）
三
頁
。

（
3
）  See Jo

n D. M
ich

aels, C
o

n
stitu

tio
n

al C
o

u
p 

（2017

）. 

参
照
、
山
本
・
前
掲
注
（
2
）、
佐
藤
太
樹
「『
行
政
府
内
に
お
け
る
権
力
分
立
』

論
の
憲
法
的
意
義
」
法
学
政
治
学
論
究
一
三
五
号
（
二
〇
二
二
）
一
七
七
頁
。
な
お
訳
語
選
択
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
合
衆
国
憲
法
二
条
は
大
統

領
に
執
行
権
（executive pow

er

）
を
授
権
し
て
お
り
、
か
か
る
執
行
権
の
な
か
に
は
、
議
会
制
定
法
の
執
行
だ
け
で
は
な
く
、
軍
事
や
外
交

に
関
わ
る
一
定
の
執
政
作
用
（political or governm

ental function of executive pow
ers

）
が
含
ま
れ
て
い
る
（F

ran
k J. G

o
o

d
n

o
w, T

h
e 

P
rin

ciples o
f th

e A
dm


in

istrativ
e L

aw o
f th

e U
n

ited S
tates 66 

（1905

）.

）。
ま
た
、
大
統
領
を
頂
点
と
す
る
行
政
組
織
全
体
を
指
示
す

る
用
語
と
し
て
は
、
執
行
府
（executive branch

）
と
い
う
コ
ト
バ
が
用
い
ら
れ
る
。
対
し
て
行
政
（adm

inistration

）
の
語
は
、
法
執
行
作

用
の
う
ち
、
政
治
と
は
区
別
さ
れ
た
専
門
性
の
領
域
を
括
り
出
し
た
概
念
で
あ
り
、
元
々
は
一
九
世
紀
後
半
の
公
務
員
制
度
改
革
の
際
に
職
業
公

務
員
制
を
正
当
化
す
る
文
脈
の
な
か
で
援
用
さ
れ
て
き
た
。
も
っ
と
も
、
大
統
領
の
執
行
権
の
な
か
に
は
行
政
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
権
限
も
含

ま
れ
て
い
る
た
め
、
大
統
領
は
行
政
権
の
首
長
（Adm

inistrative Chief

）
と
表
現
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。
特
に
行
政
改
革
の
文
脈
で
は
、
大
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統
領
が
組
織
・
人
事
・
政
策
調
整
の
各
局
面
で
官
僚
機
構
全
体
（
行
政
）
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
権
限
を
持
つ
こ
と
が
強
調
さ
れ
、
そ
の
場
合
大

統
領
は
行
政
管
理
（adm

inistrative m
anagem

ent

）
を
行
う
も
の
と
整
理
さ
れ
る
。
こ
の
点
、「
行
政
府
内
に
お
け
る
権
力
分
立
」
論
は
、
執

行
府
内
部
の
分
権
性
（
大
統
領
＝
政
治
任
用
職
／
職
業
公
務
員
）
を
憲
法
的
に
再
評
価
す
る
議
論
で
あ
り
、
行
政
の
専
門
性
や
合
理
性
を
確
保
す

る
た
め
に
は
職
業
公
務
員
制
が
要
請
さ
れ
る
と
主
張
し
て
い
る
。「
執
行
府
内
部
の
分
権
性
」
と
い
う
表
現
が
最
も
適
当
で
あ
る
よ
う
に
も
み
え
、

本
稿
で
は
こ
の
用
語
法
を
多
用
し
て
い
る
。
但
し
、
行
政
を
専
門
性
の
領
域
と
し
て
観
念
し
て
き
た
ア
メ
リ
カ
法
の
伝
統
に
注
意
す
る
と
、 

adm
inistrative separation of pow

ers

の
訳
語
と
し
て
は
、「
行
政
府
内
に
お
け
る
権
力
分
立
」
と
い
う
訳
語
が
適
当
で
あ
ろ
う
（
こ
の
場
合
、

執
行
府
と
行
政
府
が
同
義
的
に
用
い
ら
れ
る
）。
実
際
マ
イ
ケ
ル
ズ
や
メ
ッ
ツ
ガ
ー
も
、「
執
行
府
内
部
の
分
権
性
」
と
「
行
政
内
部
の
分
権
性
」

と
い
う
コ
ト
バ
を
互
換
的
に
用
い
る
場
合
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
広
義
の
執
行
作
用
の
な
か
に
行
政
作
用
が
包
含
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
（
執
行
作

用
の
専
門
性
（
行
政
）
を
支
え
る
主
な
担
い
手
は
職
業
公
務
員
だ
が
、
執
行
府
全
体
（
特
に
官
僚
機
構
＝
行
政
）
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
の
は
大

統
領
で
あ
る
た
め
、
し
ば
し
ばpresidential adm
inistration

と
い
う
表
現
が
可
能
と
な
る
）。
な
お
佐
藤
・
前
掲
書
一
八
一
頁
（「
ア
メ
リ
カ

に
お
い
て
行
政
（adm

inistration

）
が
固
有
の
統
治
領
域
と
し
て
概
念
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
世
紀
後
半
の
公
務
員
制
度
改
革

以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
歴
史
的
に
は
、
メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
、
行
政
組
織
が
政
党
の
党
派
的
支
配
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
い
く
過
程

の
な
か
で
、
行
政
が
科
学
的
専
門
性
に
支
え
ら
れ
た
政
治
的
中
立
性
の
領
分
と
し
て
観
念
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」。）
参
照
。

（
4
）  

後
掲
注
（
35
）
参
照
。

（
5
）  

「
行
政
府
内
に
お
け
る
権
力
分
立
」
論
が
登
場
し
た
学
説
系
譜
を
検
討
し
た
も
の
と
し
て
、
佐
藤
・
前
掲
注
（
3
）
参
照
。
但
し
こ
の
文
献
で

も
サ
ン
ス
テ
イ
ン
の
単
一
執
行
府
論
（
官
僚
機
構
の
党
派
性
を
抑
制
す
る
観
点
か
ら
民
主
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
強
調
）
な
ど
が
検
討
さ
れ
て
お
ら

ず
、
今
後
一
層
の
検
討
を
必
要
と
し
よ
う
（
そ
の
予
備
的
作
業
と
し
て
、
本
稿
二
章
で
は
行
政
改
革
の
来
歴
に
留
意
し
な
が
ら
大
統
領
の
指
揮
監

督
権
を
分
析
し
て
い
る
）。See Cass R. Sunstein, Constitutionalism

 after the N
ew D

eal, 101 H
arv. L. R

ev. 421 

（1987

）; Cass R. 
Sunstein &

 Law
rence Lessig, The President and the A

dm
inistration, 94 C

o
lu

m. L. R
ev. 1 （1994

）.

（
6
）  1 A

n
n

als o
f C

o
n

g. 463 （Joseph G
ales ed., 1834

）.

（
7
）  An Act for establishing an Executive D

epartm
ent, to be denom

inated the D
epartm

ent of Foreign Affairs, ch. 4, 1 Stat 28 

（1789

）; An Act to establish an Executive D
epartm

ent, to be denom
inated the D

epartm
ent of W

ar, ch. 7, 1 Stat 49 （1789

）.

（
8
）  An Act to establish the Treasury D

epartm
ent, ch. 12, 1 Stat. 65 （1789

）.

（
9
）  Edw

ard S. Corw
in, The President as A

dm
inistrative Chief, 1 J. P

o
litics 17, 38 （1939

）. See G
o

o
d

n
o

w, supra note 3, 75 -82.
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（
10
）  1 O

p. Atty. G
en. 624, 625 （1823

）.

（
11
）  See 6 O

p. Atty. G
en. 326, 346 （1854

）; 7 O
p. Atty. G

en. 453, 477 -478 （1855

）.
（
12
）  M

yers v. U
nited States, 272 U. S. 52, 135 （1926

）.
（
13
）  Seila L. LLC v. Consum

er Fin. Prot. Bureau, 140 S. Ct. 2183 

（2020

）. 

独
立
行
政
委
員
会
の
合
憲
性
に
つ
き
、
駒
村
圭
吾
『
権
力
分

立
の
諸
相
』（
南
窓
社
、
一
九
九
九
）。

（
14
）  Civil Service Act of 1883, ch. 27, 22 Stat. 403 （1883

）.

（
15
）  M

yers, 272 U. S. at 173.

（
16
）  

佐
藤
・
前
掲
注
（
3
）
一
八
一
―
一
八
六
頁
参
照
。

（
17
）  Felix Frankfurter, Task of A

dm
inistrative Law, 75 U. P

a. L. R
ev. 614, 618 （1927

）.

（
18
）  D

av
id E. L

ew
is, T

h
e P

o
litics o

f P
resid

en
tial A

ppo
in

tm
en

ts 20 （2008

）.

（
19
）  Act of Aug. 24, 1912, ch. 389 

§6, 37 Stat. 539, 555 （codified as am
ended at 5 U. S. C. 

§7513.

）.

（
20
）  Peri E. Arnold, M

akin
g M

an
ag

erial P
resid

en
cy 89 -91 （2

nd ed., 1998

）.

（
21
）  N

oah A. Rosenblum
, The A

ntifascist Roots of Presidential A
dm
inistration, 122 C

o
lu

m. L. R
ev. 1, 19 （2022

）.

（
22
）  Letters to the V

ice President and the Speaker of the H
ouse in Reference to the Foregoing Plan. M

arch 22, 1936, in 5 T
h

e  
P

u
blic P

apers an
d A

dd


resses o
f F

ran
klin D. R

o
o

sev
elt 143 （Sam

uel I. Rosenm
an ed., 1938

）.

（
23
）  T

h
e P

resid
en

t

’s C
o

mm


ittee o
n A

dm


in
istrativ

e M
an

ag
em

en
t, A

dm


in
istrativ

e M
an

ag
em

en
t in T

h
e G

o
v

ern
m

en
t o

f T
h

e U
n

ited 
S

tates 5 （1937

）.

（
24
）  Id, at 3, 8, 30.

（
25
）  Id. at 7.

（
26
）  Id. at 2.

（
27
）  Id. at 2.

（
28
）  B

arry D
ean K

arl, E
xecu

tiv
e R

eo
rg

an
izatio

n an
d R

efo
rm in th

e N
ew D

eal 82 -165, 169 -170, 262 -263 （1963

）.

（
29
）  Id. at 169.

（
30
）  See Luther G

ulick, N
ote on the Theory of O

rganization, in P
apers o

n S
cien

ce o
f A

dm


in
istratio

n 1 （1937

）.
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（
31
）  Id. at 13.

（
32
）  Ch. 919, 54 Stat 1211 （1940

）.
（
33
）  U. S. C

iv
il S

erv
ice C

o
mm


issio

n, B
io

g
raph

y o
f an Id

eal 68 -69 （1974

）.
（
34
）  See 5 U. S. C 

§§3134

（c

）-

（d

）.
（
35
）  Elena Kagan, Presidential A

dm
inistration, 114 H

arv. L. R
ev. 2245, 2278, 2282 

（2001

）. 

ケ
ー
ガ
ン
の
議
論
に
つ
き
、
佐
藤
・
前

掲
注
（
3
）
一
八
八
―
一
九
九
頁
参
照
。

（
36
）  Terry M

. M
oe, The Politicized Presidency, in T

h
e N

ew D
irectio

n in A
m

erican P
o

litics 235 （John E. Chubb &
 Paul E. Peterson 

ed., 1985

）.

（
37
）  Id.

（
38
）  Lew

is, supra note 18, at 23.

（
39
）  Id. at 211, 219.

（
40
）  M

assachusetts v. EPA, 549 U. S. 497 （2007

）.

（
41
）  Jody Freem

an &
 Adrian Verm

eule, M
assachusetts v EPA

: From
 Politics to Expertise, 2007 S

u
p. CT. R

ev. 51, 55 （2007

）.

（
42
）  M

assachusetts, 549 U. S. at 533, 534.

（
43
）  Freem

an &
 Verm

eule, supra note 41, at 52.

（
44
）  G

illian E. M
etzger, The Interdependent Relationship between Internal and External Separation of Powers, 59 E

m
o

ry. L. J. 
423, 423 （2009

）.

（
45
）  G

illian E. M
etzger, Foreword: 1930s Redux: The A

dm
inistrative State U

nder Siege, 131 H
arv. L. R

ev. 1, 71 -72 （2017

）.

（
46
）  

「
行
政
プ
ロ
セ
ス
は
、
単
純
な
三
部
門
方
式
の
統
治
形
態
で
は
現
代
の
諸
課
題
に
応
ず
る
に
不
適
格
で
あ
る
こ
と
か
ら
発
現
し
た
も
の
で
あ

る
」Jam

es M
. L

an
d

is, T
h

e A
dm


in

istrativ
e P

ro
cess 1 （1938

）. 
佐
藤
太
樹
・
前
掲
注
（
3
）
一
八
一
―
一
八
六
頁
参
照
。

（
47
）  M
etzger, foreword, supra note 45, at 89 -90.

な
お
、
メ
ッ
ツ
ガ
ー
が
ブ
ラ
ウ
ン
ロ
ー
委
員
会
報
告
書
や
ラ
ン
デ
ィ
ス
の
議
論
を
参
照
し

て
い
る
点
に
つ
き
、see, id. at 72 -74, 85.

（
48
）  Id. at 89, n. 534 （citing A

d
rian V

erm
eu

le, L
aw

’s A
bn

eg
atio

n 153 （2016
）.

）.

（
49
）  

独
立
行
政
委
員
会
の
合
憲
性
に
関
す
る
文
脈
で
あ
る
が
、
誠
実
執
行
条
項
か
ら
執
行
適
格
要
請
を
導
き
出
す
見
解
と
し
て
、
駒
村
・
前
掲
注
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（
13
）
参
照
。

（
50
）  G

illian E. M
etzger, The Constitutional D

uty to Supervise, 124 Y
ale L. J. 1836, 1896 -1897 （2015

）.
（
51
）  M

etzger, foreword, supra note 45, at 77, 81 

（citing Jon D. M
ichaels, A

n Enduring, Evolving Separation of Powers, 115 
C

o
lu

m. L. R
ev. 515 （2015

）.

）.
（
52
）  M

etzger, constitutional duty to supervise, supra note 50, at 1885.

（
53
）  M

etzger, the interdependent relationship, supra note 44, at 429.

（
54
）  See M

etzger, foreword, supra note 45, at 81 （citing D
an

iel P. C
arpen

ter, T
h

e F
o

rg
in

g o
f B

u
reau

cratic A
u

to
n

o
m

y （2001

）.

）; 
M
etzger, constitutional duty to supervise, supra note 50, at 1882, 1885.

）.

（
55
）  M

etzger, foreword, supra note 45, at 80 （citing Lew
is, supra note 18, at 30.

）.

（
56
）  Id. at 80 -81. See M

etzger, the interdependent relationship, supra note 44, at 430 （citing D
aw
n E. Johnsen, Faithfully Executing 

the Laws: Internal Legal Constraints on Executive Power, 54 U
cla L. R

ev. 1559 

（2007

）.

）. 

メ
ッ
ツ
ガ
ー
が
引
用
す
る
論
者
の
一
人

で
あ
る
ジ
ョ
ン
セ
ン
（Jonhsen
）
に
よ
れ
ば
、「
大
統
領
の
職
務
宣
誓
を
実
現
し
、
法
が
誠
実
に
執
行
さ
れ
る
よ
う
に
留
意
す
る
べ
き
義
務
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
大
統
領
は
信
用
に
値
す
る
法
的
ア
ド
バ
イ
ス
の
源
泉
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
」、
こ
の
要
請
を
充
足
す
る
た
め
に
は
、

「
司
法
省
法
律
顧
問
局
（
Ｏ
Ｌ
Ｃ
）
は
、
た
と
え
そ
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
、
政
権
が
望
む
政
策
の
実
現
を
牽
制
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
問

題
と
な
っ
て
い
る
法
律
に
つ
い
て
正
確
か
つ
忠
実
な
評
価
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
る
（Jonhsen, id. at 1576, 1580.

）。
司

法
省
法
律
顧
問
局
（O
ffice of Legal Counsel for the U

nited States departm
ent of Justice

）
に
つ
き
、
横
大
道
聡
「
執
行
府
の
憲
法
解

釈
機
関
と
し
て
の
Ｏ
Ｌ
Ｃ
と
内
閣
法
制
局
」
研
究
論
文
集
五
巻
一
号
（
二
〇
一
一
）
一
頁
。

（
57
）  M

etzger, foreword, supra note 45, at 79.

（
58
）  Id. at 78, 83.

（
59
）  W
. N
eil Eggleston &

 Am
anda Elbogen, The Trum

p A
dm
inistration and the Breakdown of Intra-Executive Legal process, 127 

Y
ale L. J. F. 825 

（2018

）. 

な
お
、
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
米
軍
入
隊
禁
止
を
定
め
た
大
統
領
命
令
が
、
平
等
条
項
違
反
の
疑
い
が
あ
る
と

し
て
仮
差
止
命
令
の
発
給
を
求
め
た
事
案
に
お
い
て
、Stone v. Trum

p, 280 F. Supp. 3d 747 

（D. M
d. 2017

） 

は
、「
軍
事
に
関
す
る
熟
慮

さ
れ
た
政
策
形
成
プ
ロ
セ
ス
が
存
在
し
な
い
」（Id. at 768

）
点
に
注
目
し
な
が
ら
、
入
隊
禁
止
措
置
が
軍
事
上
の
正
当
な
利
益
に
基
づ
く
と
し

た
政
府
の
主
張
を
斥
け
、
仮
差
止
命
令
を
発
給
し
た
。See also D

oe v. Trum
p, 275 F. Supp. 3d. 167, 213 -214 （D. D. C. 2017

）.
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（
60
）  cert. granted by, Stay granted by, in part Int

’l Refugee Assistance Project v. Trum
p, 137 S. Ct. 2080 （2017

）.

（
61
）  See Renan, infra note 65, at 2259.

（
62
）  M

etzger, foreword, supra note 45, at 82, n 487 （W
ashington v. Trum

p, 847 F. 3d 1151, 1165‒66 （9th Cir. 2017

））. 

メ
ッ
ツ
ガ
ー

の
引
用
し
た
裁
判
例
の
該
当
箇
所
で
は
、
大
統
領
令
の
適
用
範
囲
を
め
ぐ
っ
て
執
行
府
全
体
で
統
一
し
た
指
針
が
示
さ
れ
ず
内
部
で
混
乱
し
て
い

た
様
子
が
認
定
さ
れ
て
い
る
。See Aziz v. Trum

p, 234 F. Supp. 3d, at 727 -728.

（
63
）  Int
’l Refugee Assistance Project v. Trum

p, 265 F. Supp. 3d 570, 620, 624 （D. M
d. 2017

）.

（
64
）  Trum

p v. H
aw
aii, 138 S. Ct. 2392, 2421 

（2018

）. 

邦
語
評
釈
と
し
て
、
大
林
啓
吾
「
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
入
国
禁
止
令
が
合
憲
・
合
法

と
さ
れ
た
事
例
」
判
時
二
三
七
九
号
一
一
八
頁
（
二
〇
一
八
）。
最
高
裁
で
は
、
①
本
件
大
統
領
令
が
法
律
の
授
権
を
逸
脱
し
て
い
な
い
か
と
、

②
そ
れ
が
国
教
樹
立
条
項
に
違
反
し
て
い
な
い
か
ど
う
か
の
二
点
が
争
い
と
な
っ
た
。
法
廷
意
見
は
次
の
よ
う
に
説
示
し
て
い
る
（
傍
線
・
強
調

は
筆
者
）。
一
つ
目
の
争
点
に
つ
い
て
（Id. at 2408

）。
移
民
国
籍
法
（8 U. S. C. 

§1182

（f

））
は
、
或
る
外
国
人
の
入
国
が
合
衆
国
に
危
害

を
も
た
ら
す
と
認
定
（finds
） 
し
た
場
合
に
、
大
統
領
が
そ
の
者
の
入
国
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
規
定
し
て
い
る
。「
大
統
領
は
、
複
数

の
行
政
機
関
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
各
国
調
査
に
基
づ
き
、
対
象
国
か
ら
の
入
国
が
合
衆
国
の
利
益
に
危
害
を
も
た
ら
す
と
い
う
認
定
を
行
い
、
裁

量
権
を
適
法
に
行
使
し
」
て
、
本
件
大
統
領
令
を
発
出
し
て
い
る
。「
合
衆
国
法
典
一
一
八
二
条
⒡
で
定
め
ら
れ
た
条
件
は
、
大
統
領
が
、
対
象

国
の
外
国
人
の
入
国
が
合
衆
国
の
利
益
に
危
害
を
も
た
ら
す
と
認
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。
大
統
領
は
明
ら
か
に
こ
の
要
件
を
充
た
し
て
い
る
。
ま

ず
大
統
領
は
、
国
土
安
全
保
障
省
や
そ
の
他
の
行
政
機
関
に
対
し
て
、
情
報
と
リ
ス
ク
評
価
の
規
準
に
そ
れ
ぞ
れ
の
国
が
合
致
し
て
い
る
か
ど
う

か
の
総
合
的
な
調
査
を
行
う
よ
う
に
命
じ
て
い
る
」。
そ
の
う
え
で
大
統
領
は
か
か
る
行
政
機
関
か
ら
の
調
査
と
評
価
に
基
づ
い
て
、
対
象
国
か

ら
の
入
国
を
一
時
制
限
す
る
大
統
領
令
を
発
令
し
て
お
り
、
大
統
領
令
は
、
移
民
国
籍
法
の
授
権
の
範
囲
に
あ
る
も
の
と
い
え
る
。
二
つ
目
の
争

点
に
つ
い
て
（Id. at 2415-2423

）。
原
告
は
、
本
件
大
統
領
令
が
、
ム
ス
リ
ム
の
排
除
を
目
的
と
し
て
発
令
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
国
教
樹
立

条
項
に
違
反
す
る
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
政
府
は
、
大
統
領
令
は
安
全
保
障
上
の
理
由
か
ら
発
令
さ
れ
た
も
の
だ
と
反
論
し
て
い
る
。

入
国
管
理
は
主
権
が
関
係
す
る
領
域
の
た
め
、
裁
判
所
は
、
執
行
府
の
判
断
に
敬
譲
を
払
う
べ
き
で
あ
り
、
大
統
領
令
の
目
的
を
精
査
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、
合
理
性
の
基
準
が
採
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
点
、
本
件
大
統
領
令
は
、
文
面
上
安
全
保
障
上
の
目
的
を
理
由
に
発
令
さ
れ
て

お
り
、
宗
教
に
つ
い
て
は
何
も
言
及
し
て
い
な
い
。「
ま
た
大
統
領
令
は
、
複
数
の
閣
僚
や
行
政
機
関
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
各
国
調
査
の
プ
ロ
セ

ス
の
結
果
を
反
映
し
て
い
る
」。
さ
ら
に
本
件
大
統
領
令
は
、
入
国
制
限
を
免
除
す
る
例
外
規
定
も
整
備
し
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
、
裁
判
所
と

し
て
は
、
本
件
大
統
領
令
が
安
全
保
障
上
の
理
由
か
ら
発
令
さ
れ
た
も
の
だ
と
す
る
政
府
の
判
断
を
尊
重
す
る
べ
き
で
あ
り
、
国
教
樹
立
条
項
違
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反
に
は
あ
た
ら
な
い
。

　
　
　
こ
の
よ
う
に
法
廷
意
見
は
、
移
民
問
題
に
つ
い
て
広
範
な
政
治
裁
量
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
根
拠
に
、
大
統
領
の
判
断
の
合
理
性
に
深
く
踏
み

込
ま
な
い
姿
勢
を
明
確
に
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
敬
譲
審
査
の
枠
内
で
は
あ
る
が
、
争
点
①
と
②
の
双
方
に
つ
い
て
、
大
統
領
が
、
複
数
の
行

政
機
関
か
ら
の
調
査
結
果
に
基
づ
い
て
大
統
領
令
を
発
出
し
て
い
た
点
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
が
大
統
領
の
事
実
評
価
の
合
理
性
を
支

え
る
論
拠
と
し
て
援
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
反
対
意
見
は
、
移
民
管
理
の
実
態
に
注
目
し
な
が
ら
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
も
し

大
統
領
令
自
身
の
定
め
る
安
全
保
障
上
の
基
準
を
充
た
し
て
い
る
ム
ス
リ
ム
に
対
し
て
ビ
ザ
の
発
給
が
拒
否
さ
れ
て
い
れ
ば
、
政
府
が
宗
教
に
着

目
し
て
彼
ら
を
排
除
し
て
い
る
と
の
主
張
が
成
り
立
つ
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
残
念
な
こ
と
に
、
こ
の
二
番
目
の
可
能
性
、
つ
ま
り
政
府
が
大
統

領
布
告
を
文
面
通
り
に
は
適
用
し
て
い
な
い
こ
と
を
支
え
る
証
拠
が
存
在
す
る
。
大
統
領
令
§3

（C

）（ii

）
は
、
国
務
長
官
と
国
土
安
全
保
障
長

官
が
、
入
国
制
限
を
個
別
解
除
す
る
か
ど
う
か
を
決
め
る
領
事
の
判
断
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
、
策
定
す
る
た
め
に
総
合
調
整
を
行
う
と
定

め
て
い
る
。
し
か
し
私
の
知
る
限
り
そ
の
よ
う
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
発
令
さ
れ
て
い
な
い
」（Id. at 2430 -2431 （Breyer, dissenting

）.

）。

（
65
）  D

aphna Renan, Presidential N
orm
 and A

rticle II, 131 H
arv. L. R

ev. 2187, 2259 （2018

）.

（
66
）  M

etzger, foreword, supra note 45, at 82.

（
67
）  M

etzger, the interdependent relationship, supra note 44, at 445.

（
68
）  M

otor Vehicle M
frs. Ass

’n v. State Farm
 M
ut. Auto. Ins. Co., 463 U. S. 29, 43, 34 （1983

）.

（
69
）  Id. at 30.

（
70
）  M

etzger, the interdependent relationship, supra note 44, at 456 -457, n. 148.

（
71
）  M

ich
aels, supra note 3, at 182. See Chevron, U. S. A., Inc. v. N

at. Res. D
ef. Council, Inc., 467 U. S. 837 （1984

）.

ケ
ー
ガ
ン
の

議
論
と
の
対
比
も
含
め
て
、
佐
藤
・
前
掲
注
（
3
）
一
九
三
‐
一
九
五
、
二
〇
八
‐
二
〇
九
頁
参
照
。

（
72
）  See Peter L. Strauss, The Place of A

gencies in G
overnm

ent: Separation of Powers and the Fourth Branch, 84 C
o

lu
m. L. R

ev. 
573, 597 -599, 646 -650 （1984

）; Steven G. Calabresi &
 Saikrishna B. Prakash, The President

’s Power to Execute the Laws, 104 
Y

ale L. J. 541, 582 -585 （1994

）.

（
73
）  See Saikrishna B. Prakash, The Executive

’s D
uty to D

isregard U
nconstitutional Laws, 96 G

eo. L. J. 1613 （2008

）.

（
74
）  See Kendall v. U

nited States ex rel. Stokes, 37 U. S. 524, 613 （1838
）.

（
75
）  A

ndrew
 Kent, Ethan J. Leib &

 Jed H
andelsm

an Shugerm
an, Faithful Execution and A

rticle II, 132 H
a

rv. L. R
ev. 2111 
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（2019

）（
誠
実
執
行
条
項
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
制
に
そ
の
起
源
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
ア
メ
リ
カ
の
諸
邦
・
連
邦
の
憲
法
典
に
も
受

け
継
が
れ
た
。
法
執
行
の
誠
実
性
の
観
念
は
、
国
王
や
総
督
が
恣
意
的
に
官
職
を
私
物
化
す
る
こ
と
を
厳
禁
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、
次
い
で

公
平
無
私
・
適
切
性
・
熟
練
性
・
善
良
性
な
ど
の
規
範
的
価
値
を
含
む
概
念
と
し
て
一
般
化
さ
れ
る
に
至
っ
た
。）.

（
76
）  Jody Freem

an &
 Sharon Jacobs, Structural D

eregulation, 135 H
arv. L. R

ev. 585, 633 -634 （2021

）（citing M
etzger, constitu-

tional duty to supervise, supra note 50.

）.

（
77
）  Id. at 644 -646.
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